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はじめに 

 

地方公共団体は、住民生活に密着した様々な分野で、行政活動を行っている。地

方公営企業は、地方公共団体が行う活動のうち「企業」としての分野を担っている

もので、地域住民の福祉の増進を目的とする点は一般行政と同じであるが、その活

動に要する経費が地方公共団体の場合は、主に税金によって賄われているのに対し、

地方公営企業の場合は、利用者の負担する料金によって賄われる点に違いがある。 

 

福井県では、現在、工業用水道事業（県営第一工業用水道事業（以下、「第一工水」

という）および福井臨海工業用水道事業（以下、「臨海工水」という）の２事業）、

水道用水供給事業（坂井地区水道用水供給事業（以下、「坂井水道」という）および

日野川地区水道用水供給事業（以下、「日野川水道」という）の２事業）、臨海下水

道事業（以下、「下水事業」という）、臨海工業用地等造成事業（以下、「造成事業」

という）の４つの事業を経営している。 

 

※ 電気事業については、行財政改革の一環として、平成２１年度末をもって 

北陸電力株式会社へ譲渡し、廃止している。 

 

 

１．１ 背景と目的 

 

地方公営企業は、住民生活に身近な社会資本を整備し、必要なサービスを提供

する役割を果たしているが、将来にわたりその本来の目的である公共の福祉を増

進していくためには、その経営環境の変化に適切に対応し、公営企業のあり方を

絶えず見直すことが不可欠となっている。 

近年、社会経済のグローバル化および長期低迷、少子・高齢化、情報・通信技

術の発達、環境への配慮等に加え、規制緩和や行財政改革が推進されるなど、公

営企業を取り巻く環境は大きく変化している。 

福井県では、福井県経済新戦略推進本部会議によって、人口減少問題の顕在化、

北陸新幹線金沢開業や、若狭さとうみハイウェイ、中部縦貫自動車道等の高速交

通体系の整備の進展等、戦略策定後の社会経済環境の変化に対応させるため、福

井経済新戦略の中間的な見直しについて議論し、その結果、平成２７年４月に「福

井経済新戦略（改訂版）」を取りまとめている。 

また、福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会の開催、北陸新幹線敦賀

開業や中部縦貫自動車道の整備、人口減少対策等、集中する行財政需要に適切に

対応するため、「第四次行財政改革実行プラン」を、県が保有する公共施設等の

老朽化、人口減少・少子高齢化に伴う利用ニーズの変化等に対応し、行政サービ
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スの水準の確保や財政負担の軽減・平準化を図るため、公共施設等の管理に関す

る基本方針となる「福井県公共施設等総合管理計画」をそれぞれ平成２８年３月

に策定している。 

福井県公営企業においても、施設等の老朽化に伴う修繕・更新工事や耐震工事 

等による投資の増大が進みつつあり、公営企業を取り巻く経営環境は厳しさを増

している。 

このような中で、サービスを安定的に継続するためには、今後も不断の経営健

全化が必要であり、事業運営に関する課題とその対応の方向性を示すものとして

経営の基本方針や投資・財源計画を取りまとめた「福井県公営企業経営戦略」を

策定し、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組むものである。 

 

 

１．２ 計画の位置付けと計画期間 

 

１ 計画の位置付け 

本計画は、「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成２６年８

月２９日付け総務省自治財政局公営企業課長通知）において策定することとされ

ている「経営戦略」として位置付け、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上

に取り組むものである。 

 

２ 計画期間（目標年次） 

この計画の期間は、今後１０年間（平成３０年度～３９年度）とする。 

  なお、今後の社会経済情勢等の変化に応じて、随時見直しを行う。 
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２．１ 工業用水道事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

福井県の工業用水道の２事業は、下表のとおり、既存工業団地等における地下

水位低下や地盤沈下対策、および新規造成された県営工業団地への給水を行うた

めに実施してきたもので、県内の企業活動に不可欠な社会資本であり、企業誘致

活動や産業振興の支援および地盤沈下防止の役割を担っている。 

 

 第一工水 臨海工水 

水 源 県営広野ダム（多目的ダム） 九頭竜川表流水、地下水 

給 水 区 域 鯖江市および隣接市町 
テクノポート福井および 

福井市のうち二日市工場適地 

給 水 能 力 40,000 ㎥／日 
46,000 ㎥／日 

（計画給水量 100,000 ㎥／日） 

浄 水 方 式 原水供給（繊維ろ過処理） 凝集沈殿処理 

給 水 量 ( H 3 0 . 3 ) ９事業所 31,270 ㎥／日 ５２事業所 34,045 ㎥／日 

給 水 単 価 ２１円／㎥ ３３円／㎥ 

給 水 開 始 昭和５０年１２月 昭和５３年４月 

全 体 事 業 費 ２，６２８百万円 １２，８８３百万円 

管 路 延 長 ８．９ｋｍ ３９．７ｋｍ 

 

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 契約水量および給水状況は、これまでほぼ横ばいとなっていたが、平成 

３０年１月に一部工場の操業停止により約４千㎥／日の減量となった。ま

た、臨海工水は企業の新規立地や工場増設等により増加傾向となっている。 

・ 収益的収支は、両事業とも毎年数千万円から１億円程度の利益を計上して

いる。 

・ 資本的収支は、両事業とも給水開始後約４０年が経過しており、計画的な

施設更新や管路増設に造成事業負担金（臨海工水の管路増設のみ）を受け

て実施しているが、毎年数億円不足しており、損益勘定留保資金や利益剰

余金処分額等で補てんしている。 

・ 給水単価は、全国平均２２．５９円／㎥に比べ、第一工水は２１円／㎥と

安価であるが、臨海工水は３３円／㎥であり、約１．５倍となっている。 
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＜第一工水 収支状況等＞ 

 H24 H25 H26 H27 H28 

日契約水量 35,070 ㎥ 35,070 ㎥ 35,070 ㎥ 35,070 ㎥ 35,070 ㎥ 

給水状況 12,862 千㎥ 12,805 千㎥ 12,806 千㎥ 12,842 千㎥ 12,801 千㎥ 

収益的収支 72,204 千円 60,109 千円 88,317 千円 101,967 千円 66,792 千円 

資本的収支  △50,910千円 △233,277 千円 △270,421 千円 △142,394千円 △158,885千円 

 

＜臨海工水 収支状況等＞ 

 H24 H25 H26 H27 H28 

日契約水量 30,457 ㎥ 31,657 ㎥ 31,409 ㎥ 32,675 ㎥ 33,105 ㎥ 

給水状況 11,538 千㎥ 11,787 千㎥ 11,916 千㎥ 12,072 千㎥ 12,250 千㎥ 

収益的収支 98,534 千円 47,563 千円 107,644 千円 72,137 千円 86,499 千円 

資本的収支 △239,598 千円 △275,388 千円  △69,043千円 △364,720千円 △265,617千円 

 

②経営比較分析表（P30-31）を活用した分析 

   ・経営の健全性・効率性については、両事業とも事業の収益性、財務の健全 

性を示す指標（経常収支比率、流動比率）が類似団体をほぼ上回っており、 

現在の経営状況は概ね健全で、効果的な経営を行っている。 

   ・老朽化の状況については、両事業とも事業資産全体の有形固定資産減価償 

却率が類似団体と比べて高く、施設の老朽化の度合いは高くなっている。 

   ・両事業とも今後の費用負担に見合う料金収入の確保および施設・設備の長 

寿命化、経費節減に努め、より一層経営の健全化・効率化に努めていく必 

要がある。 

 

 ２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 毎年の需要量調査および企業訪問により、確実な水需要の予測に努めてい

る。 

・ １０年後の水需要は、第一工水は企業の水源転換で約千㎥／日、臨海工水は

企業の新規立地や工場増設等で約８千㎥／日の増加が見込まれる。 

 

（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、両事業において経営改善を図るため給水開始から概ね１０年間で

２回値上げをしているが、その後は約３０年にわたり据え置いている。 

・ 第一工水は、施設や管路の耐震対策を実施するにあたり、経済産業省の補

助金を確保することで現在の料金を維持できる見通しである。 

・ 臨海工水は、耐震対策を実施する場合には経済産業省の補助金を確保して

も資金の不足が予想されることから、料金単価の見直しや企業債借入れを

検討する必要がある。 
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（３）施設の見通し 

・ 給水開始から４０年余りが経過し、浄水施設や水管橋等の土木構造物、電

気・機械設備、導水・送水・配水管路とも老朽化が進んでいる。 

・ 設備老朽化率（耐用年数を経過した設備総数割合）は、１０年後に、第一

工水は現在の６６％から８９％、臨海工水は現在の６２％から７４％（両

事業平均では６４％から８２％）に上昇し、全国平均３４％を大幅に上回

る見込みである。 

・ 管路老朽化率（耐用年数を経過した管路延長割合）も、１０年後に、第一

工水は現在と同じ１００％、臨海工水は現在の０％から７５％（両事業平

均では５０％から８８％）に上昇し、全国平均３４％を大幅に上回る見込

みであり、計画的な更新が必要である。 

・ 両事業とも浄水施設や水管橋等の土木構造物は、現在の耐震基準以前に建

設されたものであり、導水・送水・配水管路は、型式が古く「全国耐震適

合地盤判定マップ」（公益財団法人水道技術研究センター）において耐震

適合性がないものと判断できる区間となっていることから、耐震性が不足

している。 

・ 施設耐震化率（耐震化された施設能力割合）は、全国平均２０％に対し、

両事業とも０％であり、管路耐震化率（耐震化された管路延長割合）は全

国平均４０％および国の目標値４４％（平成３１年度）に対し第一工水は

２２％、臨海工水は２７％（両事業平均では２５％）と低く、耐震化がほ

とんど進んでおらず、早急に耐震化が必要である。 

・ 両事業とも水需要の増加に対しては、給水能力の範囲内であり、既設の浄

水施設等で対応可能であるが、臨海工水の水源が不足するため、当面は地

下水の増設（井戸３本程度）により水源を確保しながら、水利権の増量に

ついて国と継続して協議を行う。 

 

 

２．２ 水道用水供給事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

福井県の水道用水供給の２事業は、住民人口増加や生活環境の高度化による需

要量増加および地下水位低下や地盤沈下対策のため実施してきたもので、広域的

な水資源確保や水道施設の整備・運営により、受水市町の水道水源として不可欠

な社会資本であり、地域住民の生活を支えるライフラインとしての役割を担って

いる。 

 坂井水道 日野川水道 

水 源 県営龍ヶ鼻ダム（多目的ダム） 国営桝谷ダム（多目的ダム） 

給 水 区 域 あわら市、坂井市 
越前市､鯖江市､福井市､ 

南越前町､越前町 
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給 水 能 力 44,175 ㎥／日 51,900 ㎥／日 

浄 水 方 式 急速ろ過方式 膜ろ過方式 

給 水 量 ( H 3 0 . 3 ) 44,175 ㎥／日 51,900 ㎥／日 

給 水 単 価 ６５円／㎥ ９７円／㎥ 

給 水 開 始 昭和６３年１０月 平成１８年１２月 

全 体 事 業 費 １６８億円 ４５５億円 

管 路 延 長 ３９．８ｋｍ ６０．５ｋｍ 

   

（２）経営の現状分析 

 ①収支状況等の分析 

・ 両事業とも市町の受水計画の水量を契約水量として給水しており、契約水

量および給水状況とも坂井水道は全量給水で一定、日野川水道は全量給水

となる平成２５年度までは段階的に増加し、その後一定となっている。 

・ 収益的収支は、坂井水道は毎年４億円程度の利益を計上しており、日野川

水道は給水量増加に伴い利益が増加している。 

・ 資本的収支は、両事業とも計画的な施設更新の実施や企業債返済等により

毎年数億円不足しており、損益勘定留保資金や利益剰余金処分額等で補て

んしている。 

・ 給水単価は、全国平均８５．２３円／㎥に比べ、坂井水道は６５円／㎥と

安価であるが、日野川水道は９７円／㎥であり、約１．１倍となっている。 

＜坂井水道 収支状況等＞ 

 H24 H25 H26 H27 H28 

日契約水量 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 44,175 ㎥ 

給水状況 16,164 千㎥ 16,164 千㎥ 16,164 千㎥ 16,168 千㎥ 16,164 千㎥ 

収益的収支 400,864 千円 404,776 千円 436,938 千円 492,180 千円 467,798 千円 

資本的収支 △341,385千円 △458,243千円 △419,415 千円 △574,844 千円 △973,080千円 

 

＜日野川水道 収支状況等＞ 

 H24 H25 H26 H27 H28 

日契約水量 46,200 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 51,900 ㎥ 

給水状況 16,863 千㎥ 18,944 千㎥ 18,944 千㎥ 18,995 千㎥ 18,944 千㎥ 

収益的収支 67,349 千円 263,321 千円 244,545 千円 306,842 千円 329,939 千円 

資本的収支 △408,265千円 △438,373千円 △479,320 千円 △523,237 千円 △508,876千円 

 

②経営比較分析表（P32-33）を活用した分析 

   ・経営の健全性・効率性については、両事業とも事業の収益性、財務の健全 

性を示す指標（経常収支比率、流動比率）が類似団体をほぼ上回っており、 

現在の経営状況は概ね健全で、効果的な経営を行っている。 

   ・老朽化の状況については、坂井水道は給水開始から３０年余り経過し、事

業資産全体の有形固定資産減価償却率が類似団体と比べて高く、施設の老

朽化の度合いは高い。日野川水道は給水開始から１０年のため、事業資産
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全体の有形固定資産減価償却率は類似団体と比べて低く、施設の老朽化の

度合いは高くない。 

   ・両事業とも今後の費用負担に見合う料金収入の確保および経費節減に努め 

より一層経営の健全化・効率化に努めていく必要がある。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 契約水量である受水計画の水量は、事業計画時に受水市町が独自に長期的

な需要量の見通しに基づいて決定したものである。 

・ 受水市町の人口の予測は、市町独自に国立社会保障・人口問題研究所の推

計値を基に平成２７年度に策定した人口ビジョンにおいて、１０年後には

５～１０％の減少が見込まれており、これに伴い給水人口も減少するもの

と見込まれる。 

・ 受水市町の水需要については、給水人口の減少や節水器具の普及に伴い今

後、減少することが予測されるが、それぞれの受水市町の配水量の総量は、

現在の契約水量以上を維持できる見通しである。 

 

（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、中長期的な収支見通しに基づいて見直す計画としており、坂井水

道では過去２回、日野川水道では過去１回、建設費や維持管理経費の削減

等により値下げをしている。 

・ 現在の料金単価および契約水量を維持しながら安定した料金収入を確保

し、計画的な施設改良や耐震化を行う。 

 

（３）施設の見通し 

・ 日野川水道は給水開始から１０年であるが、坂井水道は給水開始から３０

年余りが経過し、浄水施設や水管橋等の土木構造物、電気・機械設備、導

水・送水・配水管路とも老朽化が進んでいる。 

・ 設備老朽化率（耐用年数を経過した設備総数割合）は、１０年後に、坂井

水道は現在の２８％から５５％、日野川水道は現在の２０％から８３％

（両事業平均では２４％から６９％）に上昇し、全国平均４３％を大幅に

上回る見込みであり、計画的な更新が必要である。 

・ 管路老朽化率（耐用年数を経過した管路延長割合）は、両事業とも１０年

後でも耐用年数を経過しないため、全国平均１４％を下回る見込みである。 

・ 日野川水道は、現在の耐震基準後に建設されており、浄水施設・送水管路

とも耐震性を有しているが、坂井水道は、浄水施設や水管橋等の土木構造

物については、現在の耐震基準以前に建設されたもので耐震性が不足して

おり、送水管路についても「全国耐震適合地盤判定マップ」（公益財団法

人水道技術研究センター）において耐震適合性がないものと判断される区

間が６３％を占めている。 

7



 

 

・ 日野川水道が耐震化されているため、両事業平均では施設耐震化率（耐震

化された施設能力割合）は、全国平均２８％に対し現在５０％、管路耐震

化率（耐震化された管路延長割合）も、全国平均３９％および国の目標値

５０％（平成３４年度）に対し現在６９％となっているが、坂井水道のみ

では施設耐震化率は現在０％、管路耐震化率は現在３７％と低く、耐震化

が進んでおらず、早急に耐震化が必要である。 

・ 今後の市町の水需要は減少することが予想されるが、各事業の受水市町の

配水量の総量は、契約水量以上となる見通しであることから、現状の施設

能力を維持していく必要がある。 

 

 

２．３ 臨海下水道事業 

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

下水事業は、テクノポート福井に立地する企業から排水される汚水を適切に処

理するため実施してきたもので、テクノポート福井の企業活動に不可欠な社会資

本であり、公共用水域の環境保全および企業誘致活動や産業振興の支援の役割を

担っている。 

処 理 区 域 テクノポート福井（現在７６２ｈａ／全体８３０ｈａ） 

処 理 能 力 22,000 ㎥／日 

処 理 水 量 ( H 3 0 . 2 ) 15,347 ㎥／日（不明水含む） 

処 理 方 式 生物処理→三次処理（凝集沈殿→高速ろ過→活性炭吸着） 

処 理 単 価 

 

汚水濃度 基本料金 汚水超過ﾗﾝｸ 水質加算料金 

０～１８０ １１８円／ｍ３ １ランク １０８円／ｍ３ 

１８１～３６０ １７１円／ｍ３ ２ランク ２１６円／ｍ３ 

３６１～５４０ ２２５円／ｍ３ ３ランク ３２４円／ｍ３ 

５４１～７２０ ２７９円／ｍ３ ４ランク ４３２円／ｍ３ 

７２１～８４０ ３１５円／ｍ３     
  

処 理 水 質 ＣＯＤ、ＢＯＤ、ＳＳ、ｐＨ 

供 用 開 始 平成５年１２月 

全 体 事 業 費 １４１億円 

管 路 延 長 ３４．６ｋｍ 

   

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 契約水量および汚水処理状況は、企業の新規立地や工場増設等により増加

傾向となっている。 

・ 収益的収支は、毎年、数千万円から約２億円程度の利益を計上している。 

8



 

 

・ 資本的収支は、施設更新および需要量増加に伴う施設や管路増設等に国土

交通省の交付金や造成事業負担金を受けて実施しているが、毎年数億円不

足しており、損益勘定留保資金や利益剰余金処分額等で補てんしている。 

・ 料金単価は、汚水濃度に応じて５段階の料金設定を行っている。事務所等

から排出される下水については料金１１８円／㎥を適用しており、全国下

水道料金の平均１３０円／㎥（月２０㎥使用時）より安価となっている。 

＜下水事業 収支状況等＞ 

 H24 H25 H26 H27 H28 

日契約水量 11,798 ㎥ 12,132 ㎥ 11,629 ㎥ 12,819 ㎥ 13,236 ㎥ 

汚水処理状況 4,198 千㎥ 4,590 千㎥ 4,671 千㎥ 4,842 千㎥ 5,062 千㎥ 

収益的収支 39,820 千円 59,166 千円 182,402 千円 188,345 千円 190,314 千円 

資本的収支 △848,582千円 △117,149千円 △29,188 千円 △352,612 千円 △250,413 千円 

 

②経営比較分析表（P34）を活用した分析 

   ・経営の健全性・効率性については、事業の収益性、財務の健全性を示す指 

標（経常収支比率、流動比率）が類似団体を上回っており、現在の経営状 

況は概ね健全で、効果的な経営を行っている。 

   ・老朽化の状況については、有形固定資産減価償却率および管渠老朽化率と

も類似団体と同程度であり、施設の老朽化の度合いは高くなっていない。 

   ・今後の費用負担に見合う料金収入の確保および経費節減に努め、より一層 

経営の健全化・効率化に努めていく必要がある。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）水需要の予測 

・ 毎年の需要量調査および企業訪問により、確実な水需要の予測に努めてい

る。 

・ 企業の新規立地や工場増設等により１０年後には約７千㎥／日（不明水含む）

の水需要の増加が見込まれる。 

 

（２）料金収入の見通し 

・ 料金は、中長期的な収支見通しに基づいて概ね３～５年ごとに見直す計画

としており、過去２回改定し値上げしているが、平成１７年度以降は経営

状況が良好であるため据え置きとしている。 

・ 水需要の増加に伴い料金収入の増加が見込まれることから、施設の更新や

耐震化および施設の増設を行っても当面は料金単価を維持できる見通し

である。 

 

（３）施設の見通し 

・ 供用開始から２０年余りが経過しており、更に塩害や工場排水の影響によ

り処理施設等の土木構造物、電気・機械設備、下水管路とも老朽化が進ん
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でいる。 

・ 設備老朽化率（耐用年数の総計に対し経過した年数割合）は、現在の９６％

から１０年後には１６２％に上昇し、全国平均１２０％を大幅に上回る見

込みであり、計画的な更新が必要である。管路老朽化率（耐用年数の総数

が経過した管路延長割合）は１０年後でも耐用年数を経過しないため、全

国平均２％を下回る見込みである。 

・ 供用開始当初の処理施設等の土木構造物および汚水管路は、現在の耐震基

準以前に建設されたものであり耐震性が不足していることから、計画的に

耐震化を進める必要がある。 

・ 施設耐震化率（耐震化された施設数割合）は、全国平均３５％および国の

目標値４０％（平成３２年）に対し現在３１％、管路耐震化率（耐震化さ

れた管路延長割合）も全国平均４８％および国の目標値６０％（平成３２

年）に対し現在１８％と低いことから、早急に耐震化が必要である。 

・ 水需要は今後１０年間で既設の施設能力以上に増加する見通しであるこ

とから、将来的な水需要を考慮し４千ｍ３／日分の施設増設および条例改

正等の手続きを進める。一方、水質面では、窒素の低減対策として、設備

更新にあわせて効率的な生物処理方式の検討を行う。 

 

 

２．４ 臨海工業用地等造成事業  

 

１ 事業概要 

（１）事業の現況 

テクノポート福井は、本県産業の高度化と雇用機会の拡大を図ることを目的に

昭和４４年に「福井臨海工業地帯造成計画（現「テクノポート福井」基本計画）」

を策定し、昭和４７年に造成を開始したもので、この計画で掲げた施設について

は概ね整備を行うとともに、企業立地についても、社会経済情勢が様々に変化す

る中、進出企業数７２社、産業用地売却率９５．４％、従業員数は約４，７００

人となるなど順調に推移し、本県経済の発展に大きく貢献してきた。 

 造成事業 

計画面積 １２，３５７千㎡（１，２３５．７ｈａ） 

 産業用地 ７，３１２千㎡（７３１．２ｈａ） 

 公共用地 ５，０４５千㎡（５０４．５ｈａ） 

立地企業数 ７２社（操業６８社） 

総事業費（A） １９２，０２６百万円 

売却予定代金（B） １９６，３２９百万円 

事業費回収（B/A） １０２．２４％ 

元利金債類計 ３９，５４４百万円 

立地企業の業種 化学関係３９社、機械・金属関係１２社、 
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繊維関係４社、石油関係５社、他１２社 

従業者数  ４，７４８人（平成２８年６月調査） 

工業出荷額 約１，９６４億円（平成２７年度） 

 

（２）経営の現状分析 

①収支状況等の分析 

・ 積極的な企業誘致活動により、近年は１区画／年程度と着実に売却し、産

業用地の９５．４％が売却済みとなっており、平成２８年度末現在では、

未売却地が３区画５．８ｈａと残り少なくなっている。 

・ 収益的収支は、事業年度における経営成績を把握するため、平成６年度か

ら導入し、土地の売却収入や売却原価（予定原価）等を計上しており、こ

れまで順調に売却が進み、黒字基調で推移している。 

・ 資本的収支は、企業の進出や増設に伴う施設整備や工下水道負担金等によ

り、毎年数億円不足しているが、損益勘定留保資金等で補てんしている。 

＜造成事業 土地売却状況等＞ 

【産業用地】 H24 H25 H26 H27 H28 

譲渡区画数 1 区画 1 区画 1 区画 1 区画 ― 

譲渡面積 1.0ｈａ 2.4 ｈａ 3.0 ｈａ 0.4 ｈａ ― 

立地企業数 72 社 72 社 73 社 73 社 72 社 

売却率 94.6％ 94.9％ 95.4％ 95.4％ 95.4％ 

収益的収支    68,548 千円    26,684 千円 △142,902 千円    13,999 千円    30,496 千円 

資本的収支 △351,029 千円 △693,000 千円 △2,045,571 千円 △334,421 千円 △501,286 千円 

 

②経営比較分析表（P35）を活用した分析 

・ 当事業は、現在も産業用地を造成中であるため、中間勘定で経理されてお

り、経営指標を分析するに当たってはその特殊性を勘案する必要がある。 

・ 事業の収益性、財務の健全性については、土地の売却単価等により、年度

によって指標（総収支比率、営業収支比率）の変動はあるが、現在の経営

状況は概ね健全で、効果的な経営を行っている。 

 

２ 将来の事業環境 

（１）用地需要の予測 

・ 県内では、分譲可能な産業用地が他県と比べて不足しており、高速交通体

系の整備効果を最大限活かせるよう、産業用地を拡充し、企業立地の受け

皿を増やす必要がある。 

・ テクノポート福井は、三里浜緩衝緑地により住宅地と分離され操業時間等

の自由度が高く、港湾、工業用水、下水道等のインフラが整備されており、

積極的な企業誘致活動も相まって企業からの問い合わせも多く、産業用地

の需要は十分あると見込まれる。 
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・ 業種としては、すでに進出している化学、アルミ加工、機械・金属、繊維

産業等に加えて、女性や若者に魅力ある本社機能の移転・拡充やＩＴ関連

企業のサテライトオフィス設置、高速交通インフラの整備・進展を活かし

先端産業や医療・健康関連産業等のほか県内での操業が少ない食品関連産

業等を想定する。 

 

（２）用地の利用と造成の見通し 

・ テクノポート福井の用地ついては、社会経済情勢や企業誘致活動に対応し、

企業立地の受け皿として有効に活用するため、「福井港港湾計画」の変更

による港湾施設用地の転用等により、産業用地を拡充し活性化していく。 

・用地造成にあたっては、売却状況に応じて段階的に実施するとともに、地 

形に適応した造成や企業の需要動向に対応できるように区画の規模や配置 

に配慮する。 

 

（３）用地売却の見通し 

・産業用地の未売却地は、３区画５．８ｈａと少なくなっているため、「福井 

港港湾計画」の変更に合わせて、未使用となっている南水路の港湾関連用 

地等の転用等により、新たな産業用地を確保し、順次造成し売却を進めて 

いく。 

・企業の未利用地については、情報発信を強化し、企業ニーズとのマッチン 

グを行い、企業誘致用の土地として利用拡大を促進し、工場用地を求める 

企業への転売斡旋を進めていく。 

・福井県企業立地推進戦略本部と連携し、テクノポート福井の優位性を活か 

し、すでに進出している化学系等製造業に加えて、女性や若者に魅力ある 

本社機能の移転・拡充やＩＴ関連企業のサテライトオフィス設置、先端産 

業や医療・健康関連産業等のほか食品関連産業等を想定業種として、未売 

却用地や未利用地への誘致を図っていく。 

・公共用地については、売却の見通しが立たない区画が多い中、産業廃棄物 

処理用地の売却が見込まれる。 

 

（４）収支の見通し 

・近年は、産業用地を１区画／年程度と着実に売却しており、引き続きこの 

ペースにより、現在の売却単価で順次売却できれば、拡充予定地を段階的 

に整備しながら安定的な経営が可能となる見通しである。 

 

 

２．５ 組織体制と経営健全化 

 

１ 組織体制 

現在、公営企業部門は産業労働部の所管となっており、下記のとおり、知事を
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企業管理者として、部長、企画幹、技幹(公営企業)(課長事務取扱)および公営企

業経営課１９名(電気職６名、土木職４名、事務職９名)、４か所の管理事務所２

５名(電気職２０名、化学職２名、事務職３名)の計４４名(電気職２６名、土木職

４名、化学職２名、事務職１２名)の職員で、工業用水道２事業、水道用水供給２

事業、造成事業、下水事業の計６事業を運営している。 

平成２９年４月１日現在では、在職者の平均年齢は４２．２歳であり、福井県

職員の平均４２．０歳とほぼ変わらない（臨時的任用職員・再任用職員は除く）。 

なお、公営企業在職者の職種別平均年齢は、電気職４３．１歳、土木職３９．

８歳、化学職４５．０歳、事務職３９．９歳となっている。 

 

 

 

 

２ 経営健全化の取組み 

これまで、経営の健全化と効率化を図りながら、施設を適正かつ円滑に維持管

理するため、各事業の状況に応じて組織体制を見直し、事務所統合や担当課集約、

施設の運転管理や水質検査のアウトソーシングおよび公営企業ＯＢ職員の再任用

等を行い、下表のとおり定数削減を進めてきた。 

＜職員数の年度別推移（単位：人）＞（課長事務取扱含む） 

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

職員数 87 79 76 72 47 45 44 44 44 44 45 45 

対前年比 △3 △8 △3 △4 △25 △2 △1 0 0 0 1 0 

知　事 産業労働部 公営企業経営課

部長

企画幹

技幹（公営企業）(課長事務取扱)

福 井 臨 海 工 業 用 水 道 管 理 事 務 所

( 昭 和 53 年 4 月 ： 工 業 用 水 道 事 業 ）

テ ク ノ ポ ー ト 福 井 浄 化 セ ン タ ー

（ 平 成 ５ 年 12 月 ： 下 水 事 業 ）

    公 営 企 業 組 織 図

坂 井 地 区 水 道 管 理 事 務 所

( 昭 和 63 年 10 月 ： 水 道 用 水 供 給 事 業 ）

日 野 川 地 区 水 道 管 理 事 務 所

（平成18年12月：水道用水供給事業、昭和50年12月：工業用水道事業）
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（主な経緯） 

平成１８年度：日野川地区水道管理事務所を新設 

平成１９年度：第一工業用水道管理事務所を日野川地区水道管理事務所に 

統合 

平成２１年度：企業局廃止（産業労働部へ統合）、年度末に電気事業を売却 

平成２２年度：公営企業担当課を改組（３課から１課体制へ） 

平成２３年度：公営企業経営課の担当グループを見直し（４グループ⇒３グ 

ループへ） 

 

３ 組織の見通し 

工業用水道事業、水道用水供給事業、下水事業については、効率的に安全、安

定した施設管理を行うため、運転管理や水質検査等の業務はアウトソーシングに

より民間企業や公社へ委託しており、管理部門や危機管理等の業務は職員が行い、

各事業の施設管理に必要な技術や技能を維持している。 

しかし、現在の電気職および化学職の職員の平均年齢が４３．２歳と高く、若

年層が少ないため（５０歳代３１．０％、４０歳代４１．４％、３０歳代３．４％、

２０歳代２４．２％）、次世代を担う職員への技術や技能の継承が課題となってい

る。 

造成事業についても同様に、用地売却や所管施設の管理に加え、企業協議会や

周辺地区ならびにテクノポート福井施設管理関係機関との連絡調整等テクノポー

ト福井の振興を図る業務も担っており、対象施設や関係機関が多く、長年の経緯

があることから、知識や経験等の継承が課題となっている。 

また、公営企業の管理運営には、土木、機械、電気、化学等の施設管理の技術

力や企業会計等の経営管理に関する能力等の多方面の知識、技能、経験等が要求

されるため、これらに精通した人材を育成することも課題である。 

 

４ 国の動向 

公営企業の経営環境は、人口減少に伴う料金収入の減や、施設等の老朽化に

よる更新需要の増大等、取り巻く経営環境は厳しさを増している。一部の自治

体では、包括委託、指定管理、ＰＦＩ等による官民連携の促進により、効率的

な経営手法が導入されており、また、上下水道事業では、広域連携に向けた検

討も進められている。 

このため、国は、公営企業の各分野について、抜本的な改革の検討を推進する

上での考え方や、対象、課題、方策等について整理、検討を行っており、今後と

も情報収集に努めていく必要がある。  
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３．１ 基本方針と実施施策 

 

方針１ 安全で安定した水の供給 

（１）老朽化対策 

・ 安定した給水および処理を維持するため、アセットマネジメントまたはスト

ックマネジメントを導入し、長寿命化による投資の抑制や平準化等により収

支バランスを図りながら、中長期的な更新計画により対策を実施する。 

・ 老朽化対策は、中長期的に全国平均を達成できるように事業ごとの目標値を

設定し、着実に進める。 

・ 目標値として、管路は、耐用年数を経過した管路延長割合、施設は、耐用年

数を経過した設備総数割合（上水・工水）または耐用年数の総計に対し経過

した年数割合（下水）とする。 

［管路の目標］ 

    工業用水道事業については、第一工水は６５％、臨海工水は７５％が見

込まれるため両事業平均で７０％とする。 

    なお、水道用水供給事業、下水事業については、耐用年数を経過しない

ため目標値は設定しない。 

［施設の目標］ 

    工業用水道事業については、第一工水は２８％、臨海工水は６３％が見

込まれるため両事業平均で５０％とする。 

    水道用水供給事業については、坂井水道は３１％、日野川水道は５９％

が見込まれるため両事業平均で５０％とする。 

    下水事業については、６８％が見込まれるため７０％とする。 

 

区 分 事 業 Ｈ２９ 
Ｈ３９ 全国平均※ 

計画更新※ 目 標 現 在 推定(参考) 

 

管 路 

工 水 ５０％ ７０％ ７０％ ３４％ － 

上 水 ０％ ０％ － 

（耐用年数未達） 

１２％ ５８％

(H56) 

下 水 ０％ ０％ － 

（耐用年数未達） 

２％ ２４％

(H44) 

 

施 設 

工 水 ６４％ ４６％ ５０％ ３４％ － 

上 水 ２４％ ４５％ ５０％ ４３％ － 

下 水 ９６％ ６８％ ７０％ １２０％ － 

［備考］工水、上水は各２事業の平均値。全国平均は厚生労働省等の公表値。 

 

第 ３ 章 経営の基本方針 
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（２）基幹施設耐震化 

・ 地震による被害を最小限に抑え、早期に給水および処理が可能となるように

施設の耐震化を最優先に行い、その後、管路に着手する。 

・ 老朽化対策を進めながら投資の平準化等により収支バランスを図り、中長期

的に全国平均を達成できるように事業ごとの目標値を設定し、着実に進める。 

・ 目標値として、管路は、耐震化された管路延長割合、施設は、耐震化された

施設能力割合（上水・工水）または施設数割合（下水）とする。 

［管路の目標］ 

工業用水道事業については、第一工水は５７％（平成３３年度から耐震

化を予定）、臨海工水は２７％（耐震化済み割合、平成４０年度以降予定）

が見込まれるため両事業平均で４０％とする。 

水道用水供給事業については、平成４０年度以降に耐震化を予定してい

るため、現状の坂井水道３７％、日野川水道１００％（耐震化済み）、両

事業平均で６９％とする。 

下水事業についても、平成４０年度以降に耐震化を予定しているため、

現状の１８％とする。 

［施設の目標］ 

工業用水道事業については、第一工水は１００％（平成３１年度までに

耐震化を予定）、臨海工水は０％（平成３９年度以降に耐震化を予定）が

見込まれるため両事業平均で５０％とする。 

水道用水供給事業については、坂井水道は１００％（平成３８年度まで

に耐震化を予定）、日野川水道は１００％（耐震化済み）が見込まれるた

め両事業平均で１００％とする。 

下水事業については、５４％（平成３５年度までに簡易処理可能な耐震

化を予定）が見込まれるため５０％とする。 

 

 

区 分 事 業 Ｈ２９ 
Ｈ３９ 全国平均※ 

計画※ 目 標 現 在 目標(参考) 

 

管 路 

工 水 ２５％ ４２％ ４０％ ４０％ ４４％(H31) 

上 水 ６９％ ６９％ （６９％） 

H40 以降実施 

３９％ ５０％(H34) 

下 水 １８％ １８％ （１８％） 

H40 以降実施 

４８％ ６０％(H32) 

 

施 設 

工 水 ０％ ５０％ ５０％ ２０％ － 

上 水 ５０％ １００％ １００％ ２８％ － 

下 水 ３１％ ５４％ ５０％ ３５％ ４０％(H32) 

［備考］工水、上水は各２事業の平均値。全国平均は厚生労働省等の公表値および「国土

強靭化アクションプラン 2017」等の公表値。 
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（３）安心快適な水質 

・ 河川水の高濁度や油分等の水質異常、企業からの異常排水流入防止等に対応

するため、福井県公営企業施設維持管理規程や水安全計画に基づき適正に対

処するとともに、定期的に訓練を行う。 

 

（４）応急体制の強化 

・ 万一の災害・事故等に備え、関係機関との情報共有や協定に基づく応援体制

の確認を行うとともに、定期的に訓練を行う。 

 

方針２ 運営基盤の強化 

（１）契約水量の確保   

・工業用水道事業および下水事業については、企業誘致部門とタイアップして 

本社や工場への個別訪問等による企業の新規立地や設備増設促進等の需要の 

開拓を行うとともに、需要量調査や検針時の情報収集により需要の掘り起こ 

しを行う。 

・水道用水供給事業については、受水市町において、老朽化または不安定な水 

源からの県水への転換や簡易水道等の統合による需要量増加を積極的に働き 

かける。 

 

（２）適正な料金水準 

・各事業とも、定期的な料金改定や適切な資産維持費を算入した料金設定によ 

り、将来にわたり健全な事業経営が持続できる適正な料金水準を確保してい

く。 

・施設の更新および耐震化に必要な財源は、国の補助制度の活用や企業債によ

る負担の平準化も考慮しつつ、原則として、料金収入により賄うことを基本

としているが、資金が不足する場合（臨海工水の耐震対策）は、計画期間内

に必要とする資金を長期的に確保するため、受水企業に理解を得ながら料金

単価の見直しにより確保する。 

 

（３）効率的組織体制 

・老朽化、耐震対策等の業務量の増加については、公営企業全体で人員を適切 

に配置し、業務委託等を活用することによって対応する。 

 

（４）技術基盤確保 

・今後の業務量に応じた技術職（土木、電気、化学）を確保し、技術継承を適 

切に行える体制とし、事業の継続につなげていく。 

また、担当業務に関する知識および技能の水準を向上させ、その他の資質の

向上を図るため、関係省庁や協会団体等の研修会に計画的に参加する。 
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方針３ 産業基盤の整備 

（１）テクノポート福井の土地利用計画の見直し 

・「福井港港湾計画」の変更により、土地利用計画を次のとおり見直し、全体 

面積や産業用地等を増やす。 

 

区  分 面積（千㎡） 増減（千㎡） 備  考 

 

産 業 用 地  

 

産業関連用地 

 

港湾施設用地 

 

緑 地 

 

外周道路用地 

 

 

７，６３５ 

 

９２７ 

 

１，７０２ 

 

１，９５２ 

 

２５６ 

 

   ３２３ 

 

△３５ 

 

△２８７ 

 

１２８ 

 

△１４ 

 

港湾施設用地の転用等 

 

下水用地、臨港道路等の見直し 

 

港湾開発用地、臨港道路等の見直し 

 

防風林帯等の見直し 

 

国道幅員減少等 

 

合  計 １２，４７２ １１５  

※産業用地等の道路や緑地（防風林帯）の区分の見直し等も含めて、現在の計画面積を見直し。 

※区分については次のとおり。 

・製造業を中心とする産業を受け入れるための産業用地 

・下水・産業廃棄物処理、都市的機能、区画道路等の産業活動を支援するための産業関連用地 

・港湾施設（埠頭、道路、緑地、水域等）、緑地（緩衝緑地帯、公園、防風林等）、外周道路に供

する用地 

 

（２）産業用地の拡充、企業の未利用地の利活用 

・福井港南水路の未使用となっている港湾関連用地等の転用による新たな産業 

用地（２７．３ｈａ）や未整備となっている産業用地１０．５ｈａ）を段 

階的に造成するとともに、浄化センター東側の下水用地（２．１ｈａ造成済） 

の転用により、産業用地を拡充する。 

・未操業や未利用となっている企業用地のうち、転売可能な区画（５区画２３ 

 ｈａ）については、情報発信を強化し、企業ニーズとのマッチングを行い、 

企業誘致用の土地として利用拡大を促進し、既存企業や新規企業への転売斡 

旋を強化する。 

 

（３）工水・下水施設等の増設 

  ・テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴い必要となる雨水管路や道 

路等の整備を行うとともに、需要量増加に対応するため臨海工水の水源確保 

（地下水）や下水事業の施設増設および工水・下水管路等の整備を行う。 
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（４）操業環境の維持向上 

・テクノポート福井における操業環境を維持向上するため、各施設を管理する

関係機関が連携し、道路・港湾・公園等の適切な管理、三里浜緩衝緑地帯や

防風林帯の環境整備、事故等の未然防止等を行う。 

 

方針４ 環境対策の強化 

（１）省エネルギー推進 

・ 設備更新にあわせて、ポンプ、送風機、攪拌機等のインバータ制御および省 

エネ型の電気設備や空調設備等を積極的に採用していく。 

 

（２）汚泥有効利用 

・ 処理過程で発生した汚泥のリサイクルおよびコスト削減を図るため、グラウ

ンド改良材、園芸用培土、セメント原料、地盤改良材に積極的に活用すると

ともに、さらなる多様化を図るため、新たなリサイクル先について情報収集

を行う。 

・汚泥のリサイクル率は、現状と同様に、工業用水道事業および水道用水供給

事業では１００％、下水事業では８０％以上とする。  
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４．１ 投資・財源計画 

 

１ 投資・財源計画 

 投資・財源計画は、経営の基本方針に従い事業を進めた場合の長期的な投資 

と財源の将来試算に基づいて、今後１０年間の収入と支出が均衡するよう調整

した収支計画である。 

各事業における投資・財源計画の集計は下表のとおりである。 

（年度ごとの詳細は別表（P36-47）を参照） 

 

 

 

２ 投資・財源計画の策定に当たっての説明 

（１）収支計画のうち投資についての説明 

① 計画期間内に実施する主な投資内容 

＜工業用水道事業＞ 

・第一工水 

老朽化対策 …… 監視制御設備、送水ポンプ設備 

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

施設増設 留保資金

借入金返済等

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

借入金返済等 留保資金

合　　計 合　　計

老朽化対策 料金収入

耐震対策 交付金・補助金等

施設増設 留保資金

借入金返済等 借 入 金

合　　計 合　　計

造成工事費 土地売却代

施設整備費 雑収入等

事務費等 留保資金

合　　計 合　　計

※料金収入は、減価償却費および純利益の合計額を示す。

16.6億円 25.2億円

74.2億円 74.2億円

造成事業

17.7億円 39.8億円

39.9億円 9.2億円

下水事業

56.0億円 35.6億円

8.3億円 30.8億円

20.9億円 10.1億円

0.3億円 9.0億円

85.5億円 85.5億円

50.5億円 34.0億円

141.7億円 141.7億円

上水事業
（日野川水道）

91.2億円 99.6億円

――― 8.1億円

1.1億円 7.1億円

84.7億円 84.7億円

上水事業
（坂井水道）

49.8億円 69.1億円

33.8億円 8.5億円

工水事業
（臨海工水）

5.3億円 28.2億円

5.5億円

36.4億円 36.4億円

16.5億円 8.2億円

9.1億円 ――― 

工水事業
（第一工水）

10.1億円 13.1億円

8.7億円

19.2億円 19.2億円

投資計画（Ｈ30～Ｈ39） 財源計画（Ｈ30～Ｈ39）

3.9億円

0.4億円 2.2億円

第 ４ 章 投資・財源計画 
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施設耐震化 …… 配水池、水管橋（１橋）、送水管路（約４㎞） 

  ・臨海工水 

老朽化対策 …… 取水ポンプ制御設備、配水ポンプ設備 

施設耐震化 …… 取水口、ゲート室、沈砂池 

建設    …… 井戸（３本）、配水管路 

   ＜水道用水供給事業＞ 

・坂井水道 

老朽化対策 …… 浄水機械設備（掻寄機、攪拌機）、監視制御設備 

施設耐震化 …… 浄水施設（全体）、水管橋（１４橋） 

・日野川水道  

老朽化対策 …… 監視制御設備、計装設備、膜ろ過設備 

＜下水事業＞ 

老朽化対策 …… 処理機械設備（掻寄機）、受変電設備、動力設備 

施設耐震化 …… 沈砂池、沈澱池、消毒施設、場内管路 

建設    …… 施設増設（４千ｍ3／日）、下水管路 

＜造成事業＞ 

造成工事  …… 拡充予定地（整備面積２７．３ｈａうち産業用地８

区画２４．５ｈａ） 

    施設整備費 …… 区画道路等整備、緑地帯環境整備等 

② 収支計画に当たって反映した取組み 

＜工業用水道事業、水道用水供給事業、下水事業＞ 

・施設の更新計画策定に当たっては、耐用年数に対し、電気・機械は１．５

倍（下水プラス５年）、管路は１．３倍（下水１倍）、土木・建築は１．

１倍（下水１倍）を基準とした。（下水は塩害、汚水による腐食を考慮） 

・電気・機械設備の一部については、性能保証期限や構成機器の保守期限等

も考慮して更新時期を設定する。 

・更新年度が重なる場合は予算額および業務量の平準化を図る。 

・施設耐震化にあわせて、老朽化した浄水機械・電気設備の更新を行うこと

により業務の効率化を図り、浄水処理への影響を最小限に抑える。 

・耐震化については、重要度の高い施設から優先的に順次耐震化を実施する。 

・テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴う需要量増加に対応する

ため、臨海工水の水源確保（地下水）や下水事業の施設増設および工水・

下水管路等の整備を行う。 

＜造成事業＞ 

・産業用地の拡充予定地（福井港南水路）３７．８ｈａのうち２７．３ｈａ

について、売却状況に合わせて２期に分けて造成する計画とする。 

・テクノポート福井への新たな企業進出や増設に伴い必要となる雨水管路や  

道路等の整備を行う 

 

（２）収支計画のうち財源についての説明 
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① 財源確保の取組み 

＜工業用水道事業、水道用水供給事業、下水事業＞ 

・施設の更新および耐震化に必要な財源は、国の補助制度の活用、企業債に

よる平準化も考慮しつつ、原則として、料金収入により賄うことを基本と

する。 

・料金収入は、契約水量および水質に応じて料金単価により算出されるが、 

契約水量の見込みは、工水および下水は需要量調査値を補正し、上水は受 

水計画の水量で算出する。 

・料金単価は、長期的な投資需要に対応するため、適正な資産維持費を算入 

し、料金単価が長期にわたり安定的に維持できるよう設定する。 

・臨海工水の耐震対策については、資金が不足することが予想されることか

ら計画期間内に必要とする資金を長期的に確保するため、受水企業に理解

を得ながら料金単価の見直しにより確保する。 

   ・各事業において、社会経済情勢の変化や不測の事態の発生等により、経営 

状況に影響があった場合は、必要に応じて料金単価の見直しを検討する。 

＜造成事業＞ 

・福井県企業立地推進戦略本部と連携し、テクノポート福井の優位性を活か

して、近年の産業用地の売却ペース（１区画／年程度）を維持できるよう

努める。 

② 資金の有効活用 

・資金の運用については、福井県公金管理運用基本方針等に基づき、安全性、 

流動性、有効性の確保を基本原則として行う。 

   ・運用方法については、健全性の高い金融機関への預金、国債・政府保証債・ 

地方債等の安全確実な債券の購入、一般会計等への貸付によるものとし、 

金融情勢の動向を注視しながら効率的かつ効果的な運用を行う。 

    

（３）収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

① 収益的支出の積算方法 

・委託料は、運転管理業務や水質検査業務等の定例的な費用については、施

設増設や耐震化等に伴う業務増加分および実績額に物価指数と県人事委

員会勧告を考慮して算定し、数年間隔の業務や臨時業務等の費用について

は別途加算して算定する。 

・修繕費は、平準化を図るため対象資産額に係数を乗じて算定する。 

・動力費および薬品費は、実績額に将来の給水量の伸びと物価指数を考慮し 

て算定する。 

・職員給与費は、平成２９年度の現員、現給ベースで県人事委員会勧告を 

 考慮して算定する。 

・減価償却費は、既存分および更新および増設分の償却対象資産について、 

定額法により算定する。 

・企業債等の支払利息は、各年度の償還表から積み上げて算出する。 
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② 収益的支出の経費削減に向けた取組み 

・修繕費は、対象資産に対する割合で計上し、不足する場合は、修繕引当金 

の取崩しにより費用の平準化を図る。 

・動力費は、省エネ制御や省エネ型設備の積極的な採用や、ろ過設備の洗浄 

の工夫等により、契約電力および使用電力量の削減に努める。 

・発生汚泥の有価売買による汚泥処理費用の削減や、水質に応じた注入量の 

 最適化による薬品費の削減等に努める。 

 

４．２ 今後の経営見通し 

 

（１）工業用水道事業 

① 年間水量 

・毎年の需要量調査により、１０年後の水需要は、第一工水は平成２９年度

に企業の生産縮小等で約４千㎥／日の減少するが、その後、企業の水源転換で

約千㎥／日の増加が見込まれる。 

・臨海工水は企業の新規立地や工場増設等で約８千㎥／日の増加が見込まれる。 

② 収益的収支 

・第一工水は計画期間内を通して黒字で推移し、年平均約２千万円の利益を

計上する見込みである。 

・臨海工水については、今後の施設・管路の耐震化に必要な資金を長期的に

確保していくため、計画期間内に料金の見直しが必要となる見込みである。 

 これにより、計画期間内を通して黒字で推移し、年平均約１億円以上の利

益を計上する見込みである。 

③ 資本的収支 

・第一工水は、計画期間内において、老朽化対策に１０億円、耐震対策に 

９億円の投資が必要であり、経済産業省の補助金のほか補てん財源として

損益勘定留保資金や利益剰余金処分額等で確保することにより、留保資金

残高は、平成２９年度末の８億円から平成３９年度末には６億円となる見

込みである。 

・臨海工水は、計画期間内において、老朽化対策に５億円、耐震対策に１７

億円、井戸増設等に９億円、借入金返済に６億円の投資が必要であり、経

済産業省の補助金や造成会計負担金のほか補てん財源として損益勘定留

保資金や利益剰余金処分額（料金見直しにより２億円）等で確保すること

により、留保資金残高は、平成２９年度末の７億円から平成３９年度末に

は１４億円となる見込みである。  

④ 企業債残高 

・第一工水の企業債は、平成３２年度に返済完了予定である。 

⑤ 他会計借入金残高 

・臨海工水の造成事業からの他会計借入金残高は、平成２９年度末の４４億

円から平成３９年度末には３８億円となる見込みである。  
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  ・第一工水 

 
 

 

 

  ・臨海工水 

 
 

 

  

項　目

需要水量

純 利 益

留保資金

企業債残高 0.4億円 ―  H32完済予定

85百万円 12百万円  現行料金を維持

8.１億円 5.9億円

31,170㎥/日 32,320㎥/日  企業の水源転換（井戸→工水）により増加

H29年度見込 H39年度見込 備　　考
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（百万円） （㎥／日）第一工水

留保資金

施設能力

水需要

純利益

計画期間

項　目

需要水量

純 利 益

留保資金

他会計借入金残高

7.3億円 14.0億円

43.7億円 38.3億円  造成事業からの借入金

68百万円 136百万円  期間中に料金改定を想定

H29年度見込 H39年度見込 備　　考

34,739㎥/日 42,403㎥/日  企業の新規立地、増設等による増加
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（百万円） （㎥／日）臨海工水
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水需要

純利益

計画期間
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（２）水道用水供給事業 

① 年間水量 

・両事業とも契約水量は、受水計画どおり現状を維持する。 

② 収益的収支 

・坂井水道は、計画期間内を通して黒字で推移し、年平均約３億円の利益を

計上する見込みである。 

・日野川水道は、計画期間内を通して黒字で推移し、年平均約２億円の利益

を計上する見込みである。 

③ 資本的収支 

・坂井水道は、計画期間内において、老朽化対策に５０億円、耐震対策に３

４億円、借入金返済に１億円の投資が必要であり、補てん財源として損益

勘定留保資金や利益剰余金処分額等で確保することにより、留保資金残高

は、平成２９年度末の４６億円から平成３９年度末には３９億円となる見

込みである。 

・日野川水道は、計画期間内において、老朽化対策に９１億円、借入金返済

に５１億円の投資が必要であり、補てん財源として損益勘定留保資金や利

益剰余金処分額等で確保することにより、留保資金残高は、平成２９年度

末の５０億円から平成３９年度末には１６億円となる見込みである。 

④ 企業債残高 

・坂井水道は、平成３５年度に返済完了予定である。 

・日野川水道は、平成２９年度末の７９億円から、平成３９年度末には２９

億円となる見込みである。 
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・坂井水道 

 

 

 

 

・日野川水道 

 
 

 

 

  

項　目

契約水量

純 利 益

留保資金

企業債残高 1.1億円 ―  H35完済予定

 現行料金を維持

46.5億円  39.4億円

377百万円 143百万円

H29年度見込 H39年度見込 備　　考

44,175㎥/日 44,175㎥/日  受水計画に基づき一定
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（百万円） （㎥／日）坂井水道
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計画期間

項　目

契約水量

純 利 益

留保資金

企業債残高 79.1億円  28.6億円

 現行料金を維持

50.4億円  16.3億円

173百万円 107百万円

H29年度見込 H39年度見込 備　　考

51,900㎥/日 51,900㎥/日  受水計画に基づき一定
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（百万円） （㎥／日）日野川水道
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水需要

純利益

計画期間
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（３）下水事業 

① 年間水量 

・毎年の需要量調査により、企業の新規立地や工場増設等により１０年後の

排水量は約７千㎥／日の増加が見込まれる。 

② 収益的収支 

・計画期間内を通して黒字で推移し、年平均約１億円の利益を計上する見込

みである。 

③ 資本的収支 

・計画期間内において、老朽化対策に５６億円、耐震対策に８億円、増設工

事に２１億円の投資が必要であり、国土交通省の社会整備交付金、造成会

計負担金および企業債のほか補てん財源として損益勘定留保資金や利益剰

余金処分額等で確保することにより、留保資金残高は、平成２９年度末の

１９億円から平成３９年度末には９億円となる見込みである。 

 

 
 

  

項　目

需要水量

純 利 益

留保資金

企業債残高 ―  8.7億円  企業債9.0億円をH33に借入予定

6百万円 34百万円  現行料金を維持

19.3億円 9.2億円

16,524㎥/日 23,056㎥/日  企業の新規立地、増設等による増加

H29年度見込 H39年度見込 備　　考
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施設能力の増設を想定

計画期間
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（４）造成事業 

① 土地売却 

・産業用地は、未売却用地および拡充予定地を対象として、近年の売却実績 

（概ね１区画／年）に基づいて、計画期間内に７区画２２．３ｈａ（既存 

３区画７．４ｈａ、新規４区画１４．９ｈａ）売却を見込む。 

また、公共用地については、産業廃棄物処理用地等の売却を見込む。 

・産業用地の拡充予定地（福井港南水路）については、整備・売却に必要な 

手続きを行い、３７．８ｈａのうち２７．３ｈａについて、売却状況に合 

わせて、２期に分けて造成工事を進める。 

② 収益的収支 

・計画期間内は、概ね黒字基調で推移し、年平均約９千万円の利益を計上す

る見込みである。 

③ 資本的収支 

・計画期間内において、産業用地拡充のための造成工事に１７億円、企業の

新規立地や増設に伴う施設整備に４０億円、事務費等に１６億円の投資が

必要であり、補てん財源として損益勘定留保資金等で確保することにより、

留保資金残高は、平成２９年度末の４０億円から平成３９年度末には１５

億円となる見込みである。 

 

 

 

 

 

  

項　目

売却面積

純 利 益

留保資金

H29年度見込 H39年度見込 備　　考

40.4億円 15.2億円

697.7ha 720.0ha  産業用地（拡充予定区画含む）

25百万円 105百万円  毎年度の土地売却価格と原価と損益収支
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計画期間
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５．１ フォローアップ 

 

（１）進捗管理 

本計画は、概ね１０年程度の施策を示したものであるが、社会経済情勢等の変

化に応じて、ＰＤＣＡサイクルにより、継続的に見直しを行う。 

 

  

 

 

（２）計画推進方案 

市町や企業といった直接のユーザーをはじめ、県民・団体等との連携強化によ

る事業の推進や、広報広聴活動の充実・強化により、計画の推進を図っていく。 

また、庁内関係部局はもとより、国や関係機関に対しても当該計画の周知を図

り、計画推進のための支援や協力を要請していく。 

 

【事業の計画】

【事業の改善】 【事業の実施】
・未達成目標対処 ・社会経済情勢
・経営環境の変化 ・使用者ニーズ
・新たなニーズ把握 ・県行政と連携

【事業の検証】
・進捗状況把握
・事業の成果、効果
・目標達成状況

経営戦略

第 ５ 章 フォローアップ 
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フ
凡

例
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該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
7
年

度
全

国
平

均

※
　

 平
成

28
年

度
の

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
「平

成
28

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」が
未

公
表

に
よ

り
算

出
で

き
な

い
た

め
、

空
欄

に
な

っ
て

い
ま

す
。

40
,0

00

配
水

能
力

（
現

在
）

（
㎥

/
日

）

40
,0

00

年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）

11
,2

84
■

経
営

比
較

分
析

表
（

平
成

2
8
年

度
決

算
）

福
井

県

業
務

名
業

種
名

事
業

名
管

理
者

の
情

報

法
適
用

工
業

用
水
道
事
業

県
営
第
一
工
業
用
水
道
事
業

非
設

置

契
約

水
量

（
㎥

/
日

）

35
,0

70

配
水

能
力

（
計

画
）

（
㎥

/
日

）

－

-
89

.9
4

-
【

】

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
契

約
水

量
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

安
定

し
て

お
り

、
現

在
配

水
能

力
に

対
す

る
施

設
利

用
率

や
契

約
率

が
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
そ

の
結

果
、

経
常

収
支

比
率

お
よ

び
料

金
回

収
率

と
も

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

お
り

、
累

積
欠

損
金

比
率

も
０

％
を

維
持

し
て

お
り

、
給

水
原

価
も

類
似

団
体

平
均

値
以

下
と

な
っ

て
い

る
。

　
平

成
２

６
年

度
の

公
営

企
業

会
計

基
準

の
見

直
し

に
よ

り
、

流
動

負
債

が
増

え
流

動
比

率
は

低
下

し
て

い
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

に
つ

い
て

は
順

調
に

償
還

し
残

高
は

減
少

し
て

お
り

、
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
も

類
似

団
体

平
均

値
を

大
き

く
下

回
り

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く

。
「

経
常

損
益

」
「

累
積

欠
損

」
「

支
払

能
力

」
「

債
務

残
高

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
給

水
開

始
か

ら
４

０
年

程
度

経
過

し
た

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
わ

ず
か

に
高

く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
い

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
「

料
金

水
準

の
適

切
性

」
「

費
用

の
効

率
性

」
「

施
設

の
効

率
性

」
「

契
約

の
状

況
」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
概

ね
健

全
で

、
効

率
的

な
経

営
を

行
っ

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

　
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

施
設

や
管

路
の

耐
震

化
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
施

設
・

設
備

の
長

寿
命

化
、

経
費

節
減

に
努

め
、

よ
り

一
層

経
営

の
健

全
化
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効

率
化

に
努

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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施

設
全

体
の

減
価
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却

の
状

況
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管

路
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化
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状
況
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更
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・
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団
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値

）
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似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
7
年

度
全

国
平

均

※
　

 平
成

28
年

度
の

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
「平

成
28

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」が
未

公
表

に
よ

り
算

出
で

き
な

い
た

め
、

空
欄

に
な

っ
て

い
ま

す
。
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間
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能
力
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在
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（
㎥

/
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00
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比
較
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析

表
（

平
成

2
8
年

度
決

算
）

福
井

県

管
理

者
の

情
報

契
約

水
量

（
㎥

/
日

）
配

水
能

力
（

計
画

）
（

㎥
/
日

）
業

務
名

業
種

名
事

業
名

-

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)

■
非

設
置

－
普

及
率

(
％

)

法
適
用

工
業

用
水
道
事
業

福
井
臨
海
工
業
用
水
道
事
業

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
給

水
開

始
か

ら
４

０
年

程
度

経
過

し
た

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
わ

ず
か

に
高

く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
い

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
契

約
水

量
は

、
企

業
の

新
規

立
地

や
増

設
に

よ
り

増
加

傾
向

と
な

っ
て

い
る

が
、

現
在

配
水

能
力

に
対

す
る

施
設

利
用

率
や

契
約

率
が

類
似

団
体

平
均

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

そ
の

結
果

、
経

常
収

支
比

率
お

よ
び

料
金

回
収

率
と

も
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
が

、
給

水
原

価
は

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
　

平
成

２
６

年
度

の
公

営
企

業
会

計
基

準
の

見
直

し
や

工
事

に
か

か
る

預
り

金
や

未
払

金
の

減
少

に
よ

り
、

流
動

比
率

の
変

動
が

見
ら

れ
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

の
残

高
が

無
い

た
め

、
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
も

０
％

と
な

っ
て

い
る

。
　

今
後

も
引

き
続

き
経

営
の

健
全

化
、

効
率

化
に

努
め

て
い

く
。

-
44

.2
9

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
契

約
の

状
況

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
概

ね
健

全
で

、
効

率
的

な
経

営
を

行
っ

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

　
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

新
た

な
井

戸
工

事
、

配
水

管
路

増
設

工
事

お
よ

び
施

設
・

管
路

の
耐

震
化

が
予

定
さ

れ
て

お
り

、
多

額
の

費
用

負
担

が
見

込
ま

れ
る

。
　

そ
の

た
め

、
こ

れ
ら

に
見

合
う

料
金

収
入

の
確

保
お

よ
び

施
設

・
設

備
の

長
寿

命
化

、
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・

効
率

化
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
7
年

度
全

国
平

均

※
　

平
成

24
年

度
か

ら
平

成
25
年

度
に

お
け
る
各
指
標
の
類
似
団
体
平
均
値
は
、
当
時
の
事
業
数
を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

管
路

経
年

化
率

及
び

管
路

更
新

率
に

つ
い

て
は

、
平

成
26

年
度

の
事

業
数

を
基

に
類

似
団

体
平

均
値

を
算

出
し

て
い

ま
す

。
※

　
 平

成
28

年
度

の
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

「平
成

28
年

度
地

方
公

営
企

業
年

鑑
」が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

■ －

経
営

比
較

分
析

表
（

平
成

2
8
年

度
決

算
）

福
井

県

業
務

名

法
適

用

事
業

名

坂
井
地
区
水
道
用
水
供
給
事
業

資
金

不
足

比
率

(
％

)

非
設

置

管
理

者
の

情
報

配
水

能
力

（
計

画
）
（
㎥

/
日

）

44
,1

75

契
約

水
量

（
㎥

/
日

）

「
供

給
し

た
配

水
量

の
効

率
性

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
. 
経

営
の

健
全

性
・
効

率
性

に
つ

い
て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・
耐

震
化

等
の

設
備

投
資

の
増

加
に

備
え

て
、

効
率

的
な

維
持

管
理

や
適

切
な

料
金

設
定

に
よ

り
、

経
営

の
安

定
と

資
金

確
保

に
努

め
て

い
る

。
　

受
水

計
画

に
基

づ
く
契

約
水

量
の

全
量

を
供

給
し

て
お

り
、

現
在

供
給

能
力

に
対

す
る

施
設

利
用

率
は

類
似

団
体

平
均

を
上

回
っ

て
お

り
、

有
収

率
も

１
０

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

　
そ

の
結

果
、

経
常

収
支

比
率

お
よ

び
料

金
回

収
率

と
も

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

お
り

、
累

積
欠

損
金

比
率

も
０

％
を

維
持

し
て

お
り

、
給

水
原

価
も

類
似

団
体

平
均

以
下

と
な

っ
て

い
る

。
　

平
成

２
６

年
度

の
公

営
企

業
会

計
基

準
の

見
直

し
に

よ
り

、
流

動
負

債
が

増
え

流
動

比
率

は
低

下
し

て
い

る
が

、
１

０
０

％
以

上
を

確
保

し
、

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
　

企
業

債
に

つ
い

て
は

、
高

金
利

債
を

繰
上

償
還

す
る

な
ど

順
調

に
償

還
し

残
高

は
減

少
し

て
お

り
、

企
業

債
残

高
対

給
水

収
益

比
率

も
類

似
団

体
平

均
値

を
大

き
く
下

回
り

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

　
今

後
も

引
き

続
き

経
営

の
健

全
化

、
効

率
化

に
努

め
て

い
く
。

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

2
. 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
給

水
開

始
か

ら
３

０
年

近
く
経

過
し

た
施

設
で

あ
る

た
め

、
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

は
類

似
団

体
平

均
値

に
比

べ
高

く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
い

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・
診

断
・
修

繕
・
更

新
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

、
長

寿
命

化
を

図
り

設
備

投
資

の
抑

制
や

平
準

化
な

ど
、

中
長

期
的

な
視

点
で

計
画

的
に

進
め

て
い

る
。

　
公

営
企

業
経

営
戦

略
に

お
い

て
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
更

新
計

画
を

設
定

し
、

老
朽

化
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
債

務
残

高
」

全
体

総
括

　
契

約
水

量
を

確
実

に
供

給
し

て
お

り
、

現
在

の
経

営
状

況
は

概
ね

健
全

で
、

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

今
後

は
老

朽
化

対
策

に
伴

う
更

新
需

要
の

増
大

や
施

設
・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

施
設

・
管

路
の

耐
震

化
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・
効

率
化

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
の

実
施

状
況

」
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種

名

水
道
事
業

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
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.3

9
-
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似

団
体
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分

B

1
か

月
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0
ｍ

3
当

た
り

家
庭
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金

(
円
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-

普
及

率
(
％
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44
,1

75

配
水

能
力

（
現

在
）
（
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/
日

）

44
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年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）
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支
比

率
【
1
1
3
.3
3
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
2
3
.5
7

2
1
.3
4

1
6
.8
9

1
7
.3
9

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

②
累

積
欠

損
金

比
率

(％
)

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
5
,1
1
6
.2
8

2
,0
8
5
.3
2

1
,2
2
1
.0
9

1
,1
3
7
.9
6

1
,0
9
7
.0
4

平
均

値
6
5
4
.9
7

6
3
4
.5
3

2
0
0
.2
2

2
1
2
.9
5

0
.0
0

2
,0
0
0
.0
0

4
,0
0
0
.0
0

6
,0
0
0
.0
0

8
,0
0
0
.0
0

1
0
,0
0
0
.0
0

1
2
,0
0
0
.0
0

1
4
,0
0
0
.0
0

③
流

動
比

率
(％

)
【2
1
2
.9
5
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
3
3
.2
3

1
0
1
.5
4

6
8
.2
0

4
0
.4
0

2
0
.9
0

平
均

値
3
8
3
.7
5

3
6
8
.9
4

3
5
1
.0
6

3
3
3
.4
8

0
.0
0

1
0
0
.0
0

2
0
0
.0
0

3
0
0
.0
0

4
0
0
.0
0

5
0
0
.0
0

6
0
0
.0
0

7
0
0
.0
0

8
0
0
.0
0

④
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
(％

)
【3
3
3
.4
8
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
5
3
.9
8

1
5
6
.0
1

1
6
1
.9
8

1
7
7
.0
5

1
7
6
.0
2

平
均

値
1
1
0
.3
9

1
1
1
.1
2

1
1
2
.9
2

1
1
2
.8
1

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

1
8
0
.0
0

2
0
0
.0
0

⑤
料

金
回

収
比

率
(％

)
【
1
1
2
.8
1
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
4
7
.9
5

4
7
.4
1

4
6
.5
3

4
3
.1
4

4
3
.8
1

平
均

値
7
6
.8
1

7
5
.7
5

7
5
.3
0

7
5
.3
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑥
給

水
原

価
(円

)
【
7
5
.3
0
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
8
8
.0
3

8
7
.8
9

8
6
.2
5

8
5
.1
0

8
4
.2
8

平
均

値
6
4
.5
5

6
4
.1
2

6
2
.6
9

6
1
.8
2

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑦
施

設
利

用
料

(％
)

【6
1
.8
2
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

平
均

値
9
9
.9
3

1
0
0
.1
2

1
0
0
.1
2

1
0
0
.0
3

9
9
.0
0

9
9
.2
0

9
9
.4
0

9
9
.6
0

9
9
.8
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.2
0

1
0
0
.4
0

1
0
0
.6
0

1
0
0
.8
0

1
0
1
.0
0

⑧
有

収
率
(％

)
【
1
0
0
.0
3
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
3
9
.0
2

4
0
.5
1

5
5
.9
7

5
6
.0
9

5
7
.6
0

平
均

値
3
8
.8
6

3
9
.8
1

5
1
.4
4

5
2
.4
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

(％
)

【5
2
.4
0
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
1
2
.1
3

1
3
.7
2

1
6
.7
7

1
8
.0
5

0
.0
0

2
.0
0

4
.0
0

6
.0
0

8
.0
0

1
0
.0
0

1
2
.0
0

1
4
.0
0

1
6
.0
0

1
8
.0
0

2
0
.0
0

②
管

路
経

年
化

率
(％

)
【1
8
.0
5
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
0
.1
6

0
.2
5

0
.1
3

0
.2
6

0
.0
0

0
.0
5

0
.1
0

0
.1
5

0
.2
0

0
.2
5

0
.3
0

③
管

路
更

新
率
(％

)
【0
.2
6
】

【
1
7
.3
9
】

32



グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
7
年

度
全

国
平

均

※
　

平
成

24
年

度
か

ら
平

成
25
年

度
に

お
け

る
各
指
標
の
類
似
団
体
平
均
値
は
、
当
時
の
事
業
数
を
基
に

算
出

し
て

い
ま

す
が

、
管

路
経

年
化

率
及

び
管

路
更

新
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

26
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

※
　

 平
成

28
年

度
の

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
「平

成
28

年
度

地
方

公
営

企
業

年
鑑

」が
未

公
表

に
よ

り
算

出
で

き
な

い
た

め
、

空
欄

に
な

っ
て

い
ま

す
。

■ －

経
営

比
較

分
析

表
（

平
成

2
8
年

度
決

算
）

福
井

県

業
務

名

法
適
用

事
業

名

日
野

川
地

区
水

道
用

水
供

給
事

業

資
金

不
足

比
率

(
％

)

非
設

置

管
理

者
の

情
報

配
水

能
力

（
計

画
）
（
㎥

/
日

）

51
,9

00

契
約

水
量

（
㎥

/
日

）

「
供

給
し

た
配

水
量

の
効

率
性

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
. 
経

営
の

健
全

性
・
効

率
性

に
つ

い
て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
受

水
計

画
に

基
づ

き
段

階
的

に
契

約
水

量
を

増
加

し
、

平
成

２
５

年
度

か
ら

全
量

を
供

給
し

て
お

り
、

現
在

供
給

能
力

に
対

す
る

施
設

利
用

率
は

類
似

団
体

平
均

を
上

回
っ

て
お

り
、

有
収

率
も

１
０

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

　
そ

の
結

果
、

経
常

収
支

比
率

お
よ

び
料

金
回

収
率

と
も

類
似

団
体

平
均

値
と

同
程

度
ま

で
増

加
し

、
2
8
年

度
に

累
積

欠
損

金
を

解
消

し
て

お
り

、
給

水
原

価
も

類
似

団
体

平
均

値
程

度
ま

で
減

少
し

て
い

る
。

　
平

成
２

６
年

度
の

公
営

企
業

会
計

基
準

の
見

直
し

に
よ

り
、

流
動

負
債

が
増

え
流

動
比

率
は

低
下

し
て

い
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

に
つ

い
て

は
、

給
水

開
始

が
平

成
１

８
年

度
で

あ
る

た
め

、
多

額
の

残
高

を
抱

え
て

い
る

が
、

高
金

利
債

を
繰

上
償

還
す

る
な

ど
順

調
に

償
還

し
残

高
は

減
少

し
て

お
り

、
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
も

類
似

団
体

平
均

値
の

１
．

３
倍

程
度

ま
で

減
少

し
て

い
る

。
　

今
後

も
引

き
続

き
経

営
の

健
全

化
、

効
率

化
に

努
め

て
い

く
。

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

2
. 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
平

成
１

８
年

度
の

給
水

開
始

か
ら

１
０

年
を

経
過

し
た

比
較

的
新

し
い

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

値
に

比
べ

低
く
、

施
設

の
老

朽
化

の
度

合
は

高
く

な
い

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・
診

断
・
修

繕
・
更

新
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

、
長

寿
命

化
を

図
り

設
備

投
資

の
抑

制
や

平
準

化
な

ど
、

中
長

期
的

な
視

点
で

計
画

的
に

進
め

て
い

る
。

　
公

営
企

業
経

営
戦

略
に

お
い

て
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
更

新
計

画
を

設
定

し
、

老
朽

化
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
債

務
残

高
」

全
体

総
括

　
契

約
水

量
を

確
実

に
供

給
し

て
お

り
、

現
在

の
経

営
状

況
は

概
ね

健
全

で
、

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

今
後

は
老

朽
化

対
策

に
伴

う
更

新
需

要
の

増
大

や
施

設
・
管

路
の

維
持

修
繕

が
予

定
さ

れ
て

お
り

、
多

額
の

費
用

負
担

が
見

込
ま

れ
る

。
　

そ
の

た
め

、
こ

れ
ら

に
見

合
う

料
金

収
入

の
確

保
お

よ
び

経
費

節
減

に
努

め
、

よ
り

一
層

経
営

の
健

全
化

・
効

率
化

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
の

実
施

状
況

」

-

業
種

名

水
道
事
業

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)

74
.6

4
-

類
似

団
体

区
分

B

1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)

-

普
及

率
(
％

)

51
,9

00

配
水

能
力

（
現

在
）
（
㎥

/
日

）

51
,9

00

年
間

総
配

水
量

（
千

㎥
）

18
,9

02

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
0
4
.2
5

1
1
6
.5
8

1
1
1
.9
8

1
1
5
.1
9

1
1
6
.7
2

平
均

値
1
1
3
.1
6

1
1
3
.8
8

1
1
3
.4
7

1
1
3
.3
3

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

1
8
0
.0
0

2
0
0
.0
0

①
経

常
収

支
比

率
【1
1
3
.3
3】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
6
3
.2
5

4
2
.1
0

2
8
.4
0

1
1
.7
5

0
.0
0

平
均

値
2
3
.5
7

2
1
.3
4

1
6
.8
9

1
7
.3
9

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

②
累

積
欠

損
金

比
率
(％

)
【1
7
.3
9
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
6
2
4
.2
6

5
3
1
.5
8

5
0
6
.9
1

4
8
0
.4
0

4
5
6
.1
8

平
均

値
3
8
3
.7
5

3
6
8
.9
4

3
5
1
.0
6

3
3
3
.4
8

0
.0
0

1
0
0
.0
0

2
0
0
.0
0

3
0
0
.0
0

4
0
0
.0
0

5
0
0
.0
0

6
0
0
.0
0

7
0
0
.0
0

④
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
(％

)
【3
3
3
.4
8
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
0
3
.2
8

1
1
5
.7
3

1
1
3
.4
0

1
1
7
.8
0

1
2
0
.2
4

平
均

値
1
1
0
.3
9

1
1
1
.1
2

1
1
2
.9
2

1
1
2
.8
1

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

1
8
0
.0
0

2
0
0
.0
0

⑤
料

金
回

収
比

率
(％

)
【1
1
2
.8
1】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
9
3
.7
5

8
3
.7
1

8
5
.6
6

8
2
.3
5

8
0
.8
5

平
均

値
7
6
.8
1

7
5
.7
5

7
5
.3
0

7
5
.3
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑥
給

水
原

価
(円

)
【7
5
.3
0
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
8
9
.1
8

1
0
0
.1
3

9
9
.8
5

9
9
.9
9

9
9
.7
8

平
均

値
6
4
.5
5

6
4
.1
2

6
2
.6
9

6
1
.8
2

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑦
施

設
利

用
料
(％

)
【
6
1
.8
2
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

平
均

値
9
9
.9
3

1
0
0
.1
2

1
0
0
.1
2

1
0
0
.0
3

9
9
.0
0

9
9
.2
0

9
9
.4
0

9
9
.6
0

9
9
.8
0

1
0
0
.0
0

1
0
0
.2
0

1
0
0
.4
0

1
0
0
.6
0

1
0
0
.8
0

1
0
1
.0
0

⑧
有

収
率
(％

)
【1
0
0
.0
3】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
2
.9
9

1
5
.0
6

2
6
.8
0

2
9
.9
9

3
3
.0
4

平
均

値
3
8
.8
6

3
9
.8
1

5
1
.4
4

5
2
.4
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率
(％

)
【5
2
.4
0
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
1
2
.1
3

1
3
.7
2

1
6
.7
7

1
8
.0
5

0
.0
0

2
.0
0

4
.0
0

6
.0
0

8
.0
0

1
0
.0
0

1
2
.0
0

1
4
.0
0

1
6
.0
0

1
8
.0
0

2
0
.0
0

②
管

路
経

年
化

率
(％

)
【
1
8
.0
5
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
0
.1
6

0
.2
5

0
.1
3

0
.2
6

0
.0
0

0
.0
5

0
.1
0

0
.1
5

0
.2
0

0
.2
5

0
.3
0

③
管

路
更

新
率
(％

)
【0
.2
6
】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
6
,2
8
4
.4
1

7
,1
4
1
.9
2

7
1
7
.2
4

8
9
7
.1
3

9
6
1
.0
3

平
均

値
6
5
4
.9
7

6
3
4
.5
3

2
0
0
.2
2

2
1
2
.9
5

0
.0
0

2
,0
0
0
.0
0

4
,0
0
0
.0
0

6
,0
0
0
.0
0

8
,0
0
0
.0
0

1
0
,0
0
0
.0
0

1
2
,0
0
0
.0
0

1
4
,0
0
0
.0
0

③
流

動
比

率
(％

)
【
2
1
2
.9
5
】
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
7
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経

常
収

支
比

率
」

、
「

累
積

欠
損

金
比

率
」

、
「

流
動

比
率

」
、

「
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

」
及

び
「

管
渠

老
朽

化
率

」
に

つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

※
　

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
に

お
け

る
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

当
時

の
事

業
数

を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

、
管

渠
老

朽
化

率
及

び
管

渠
改

善
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
6
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

※
　

 平
成

2
8
年

度
の

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
「
平

成
2
8
年

度
地

方
公

営
企

業
年

鑑
」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

経
営

比
較

分
析

表
(
平

成
2
8
年

度
決

算
）

福
井

県

類
似

団
体

区
分

人
口

（
人

）
面

積
（

k
㎡

）
人

口
密

度
（

人
/
k
㎡

）
管

理
者

の
情

報
業

務
名

業
種

名
事

業
名

■

1
か

月
2
0
㎥

当
た

り
家

庭
料

金
(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

（
人

）
処

理
区

域
面

積
（

k
㎡

）

4
,
1
9
0
.
4
9

1
8
9
.
5
8

7
9
4
,
4
3
3

処
理

区
域

内
人

口
密

度
（

人
/
k
㎡

）
－

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
今

後
の

老
朽

化
対

策
・

耐
震

化
等

の
設

備
投

資
の

増
加

に
備

え
て

、
効

率
的

な
維

持
管

理
や

適
切

な
料

金
設

定
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

と
資

金
確

保
に

努
め

て
い

る
。

　
処

理
水

量
は

、
企

業
の

新
規

立
地

や
増

設
等

に
よ

り
増

加
傾

向
と

な
っ

て
お

り
、

施
設

利
用

率
は

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
　

そ
の

結
果

、
経

常
収

支
比

率
お

よ
び

経
費

回
収

率
は

、
平

成
２

６
年

度
の

公
営

企
業

会
計

制
度

の
見

直
し

に
よ

り
変

動
し

て
い

る
が

、
類

似
団

体
平

均
値

を
常

に
若

干
上

回
っ

て
お

り
、

累
積

欠
損

金
比

率
も

０
％

を
維

持
し

て
い

る
。

な
お

、
汚

水
処

理
原

価
は

、
工

場
排

水
を

対
象

と
し

て
生

物
処

理
に

加
え

ろ
過

設
備

や
活

性
炭

吸
着

設
備

に
よ

る
処

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
　

平
成

２
６

年
度

の
公

営
企

業
会

計
基

準
の

見
直

し
や

工
事

に
か

か
る

預
り

金
や

未
払

金
の

減
少

に
よ

り
、

流
動

比
率

の
変

動
が

見
ら

れ
る

が
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
企

業
債

の
残

高
が

無
い

た
め

、
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
も

０
％

と
な

っ
て

い
る

。
　

今
後

も
引

き
続

き
経

営
の

健
全

化
、

効
率

化
に

努
め

て
い

く
。

1
0
0
.
0
0

-
9
4
.
4
1

0
.
4
0

0

全
体

総
括

　
現

在
の

経
営

状
況

は
健

全
で

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

当
事

業
は

供
用

開
始

か
ら

２
０

年
以

上
が

経
過

し
、

塩
害

や
工

場
排

水
の

腐
食

成
分

な
ど

に
よ

る
腐

食
が

進
行

し
て

お
り

、
今

後
は

老
朽

化
対

策
に

伴
う

更
新

需
要

の
増

大
や

施
設

・
管

路
の

維
持

修
繕

に
加

え
、

施
設

・
管

路
の

耐
震

化
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

多
額

の
費

用
負

担
が

見
込

ま
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

こ
れ

ら
に

見
合

う
料

金
収

入
の

確
保

お
よ

び
経

費
節

減
に

努
め

、
よ

り
一

層
経

営
の

健
全

化
・

効
率

化
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

「
施

設
の

効
率

性
」

「
契

約
の

状
況

」

3
,
2
4
6

7
.
6
2

4
2
5
.
9
8

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
運

用
開

始
か

ら
２

０
年

以
上

経
過

し
た

施
設

で
あ

る
た

め
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

と
同

程
度

と
な

っ
て

い
る

が
、

管
渠

老
朽

化
率

は
低

い
こ

と
か

ら
、

管
路

以
外

の
施

設
の

老
朽

化
の

度
合

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

、
機

能
維

持
や

安
全

性
確

保
の

た
め

、
点

検
・

診
断

・
修

繕
・

更
新

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

長
寿

命
化

を
図

り
設

備
投

資
の

抑
制

や
平

準
化

な
ど

、
中

長
期

的
な

視
点

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
　

公
営

企
業

経
営

戦
略

に
お

い
て

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

更
新

計
画

を
設

定
し

、
老

朽
化

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

渠
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
渠

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

有
収

率
(
％

)
資

金
不

足
比

率
(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)

-
非

設
置

普
及

率
(
％

)

法
適

用
下

水
道

事
業

特
定

公
共

下
水

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
1
0
6
.5
7

1
0
9
.4
3

1
2
5
.4
4

1
2
1
.6
8

1
2
2
.3
7

平
均

値
1
0
3
.3
9

1
0
5
.1
3

1
1
8
.3
3

1
1
7
.3
1

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

①
経

常
収

支
比

率
（％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
8
.5
9

1
0
.2
1

1
0
.4
5

1
2
.3
3

0
.0
0

2
.0
0

4
.0
0

6
.0
0

8
.0
0

1
0
.0
0

1
2
.0
0

1
4
.0
0

②
累

積
欠

損
金

比
率

（
％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
3
0
9
.8
4

5
0
6
.1
8

4
1
5
.9
3

6
1
6
.2
1

7
4
9
.7
3

平
均

値
3
0
9
.4
9

5
0
2
.9
9

3
9
7
.4
9

5
7
2
.3
2

0
.0
0

1
0
0
.0
0

2
0
0
.0
0

3
0
0
.0
0

4
0
0
.0
0

5
0
0
.0
0

6
0
0
.0
0

7
0
0
.0
0

8
0
0
.0
0

9
0
0
.0
0

1
,0
0
0
.0
0

③
流

動
比

率
（％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
4
5
.9
0

4
7
.2
9

7
3
.8
0

7
8
.2
5

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

9
0
.0
0

④
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
（％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
1
0
4
.5
7

1
0
8
.8
8

1
3
2
.6
9

1
3
1
.7
6

1
2
9
.7
5

平
均

値
1
0
3
.9
0

1
0
8
.0
0

1
1
9
.1
2

1
2
2
.1
4

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

⑤
経

費
回

収
率

（％
）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
1
4
4
.3
4

1
3
6
.6
7

1
1
0
.4
9

1
1
0
.6
6

1
1
2
.2
0

平
均

値
7
9
.8
3

7
8
.9
5

7
1
.6
1

7
1
.9
9

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

⑥
汚

水
処

理
原

価
（円

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
6
6
.2
7

6
6
.2
7

6
8
.0
4

5
1
.7
8

5
4
.2
2

平
均

値
4
2
.7
4

4
1
.2
8

3
8
.5
5

3
8
.7
5

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

⑦
施

設
利

用
率

（％
）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
3
.9
7

5
.3
8

5
.6
5

5
.6
4

0
.0
0

1
.0
0

2
.0
0

3
.0
0

4
.0
0

5
.0
0

6
.0
0

⑧
水

洗
化

率
（
％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
2
3
.1
6

2
3
.9
7

5
3
.3
6

4
2
.1
0

4
2
.4
2

平
均

値
2
3
.2
9

2
4
.4
3

5
1
.4
3

4
2
.1
8

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

（％
）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

平
均

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

0
.5
0

0
.6
0

0
.7
0

0
.8
0

0
.9
0

1
.0
0

②
管

渠
老

朽
化

率
（％

）

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

当
該

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.5
0

0
.4
7

平
均

値
0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

1
.1
7

0
.0
0

0
.5
0

1
.0
0

1
.5
0

2
.0
0

2
.5
0

③
管

渠
改

善
率

（％
）

【
1
.1
7
】

【1
1
7
.3
1
】

【1
2
.3
3
】

【5
7
2
.3
2
】

【7
8
.2
5
】

【
1
2
2
.1
4
】

【
7
1
.9
9
】

【
3
8
.7
5
】

【5
.6
4
】

【
4
2
.1
8
】
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福
井
県

グ
ラ
フ
凡
例

■
当
該
団
体
値
（
当
該
値
）

－
類
似
団
体
平
均
値
（
平
均
値
）

【
】

平
成
2
7
年
度
全
国
平
均

1.
　

事
業

の
収

益
性

（損
益

に
関

す
る

比
率

）

※
　

 平
成

2
8
年

度
の

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
「
平

成
2
8
年

度
地

方
公

営
企

業
年

鑑
」
が

未
公

表
に

よ
り

算
出

で
き

な
い

た
め

、
空

欄
に

な
っ

て
い

ま
す

。

　
近

年
は

毎
年

１
区

画
程

度
着

実
に

売
却

し
て

お
り

、
産

業
用

地
の

売
却

率
は

、
平

成
2
8
年

度
末

で
計

画
比

9
5
.4

％
（
整

備
済

9
9
.5

％
）

と
な

っ
て

い
る

。
　

売
却

し
た

土
地

の
う

ち
、

防
風

林
帯

を
多

く
含

む
産

業
用

地
に

つ
い

て
は

、
売

却
単

価
が

低
い

た
め

売
却

原
価

（
用

地
全

体
の

平
均

原
価

）
を

下
回

り
、

総
収

支
比

率
や

営
業

収
支

比
率

が
１

０
０

％
以

下
と

な
る

場
合

も
あ

り
、

類
似

団
体

平
均

値
も

下
回

っ
て

い
る

。
　

な
お

、
期

間
中

に
生

じ
た

損
失

は
、

未
処

分
利

益
剰

余
金

に
よ

り
補

填
し

て
お

り
、

経
営

へ
の

影
響

は
生

じ
て

い
な

い
。

「
全

体
の

損
益

」
「
収

益
力

」
「
営

業
損

益
」

「財
務

の
健

全
性

」
「支

払
能

力
」

「資
金

の
安

定
度

」

2.
　

財
務

の
健

全
性

（構
成

比
率

）

全
体

総
括

　
平

成
2
8
年

度
は

実
績

が
な

か
っ

た
も

の
の

、
近

年
は

毎
年

１
区

画
程

度
を

売
却

し
て

お
り

、
現

在
の

経
営

状
況

は
概

ね
健

全
で

効
率

的
な

経
営

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
　

未
売

却
地

が
少

な
く
な

っ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
平

成
2
8
年

度
に

は
１

区
画

造
成

し
て

お
り

、
今

後
も

、
公

共
用

地
の

転
用

等
に

よ
り

新
た

な
産

業
用

地
の

拡
充

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

※
造

成
会

計
の

経
営

分
析

に
つ

い
て

　
工

業
団

地
全

体
を

1
区

画
と

し
て

造
成

終
了

ま
で

精
算

し
な

い
た

め
、

売
却

済
土

地
が

仮
勘

定
に

含
ま

れ
固

定
資

産
勘

定
が

膨
ら

ん
で

お
り

、
損

益
も

売
却

す
る

区
画

に
よ

り
変

動
す

る
こ

と
か

ら
、

単
純

に
類

似
団

体
と

比
較

す
る

こ
と

適
当

で
な

い
。

　
造

成
終

了
時

に
精

算
す

る
ま

で
多

額
の

造
成

費
等

が
固

定
資

産
に

、
売

却
済

土
地

代
等

が
負

債
に

計
上

さ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

自
己

資
本

構
成

比
率

は
類

似
団

体
平

均
値

や
民

間
で

望
ま

し
い

と
さ

れ
る

3
0
％

を
下

回
っ

て
お

り
、

固
定

資
産

対
長

期
資

本
比

率
は

一
般

的
な

目
安

と
な

る
1
0
0
％

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

類
似

団
体

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

が
、

財
務

の
健

全
性

に
問

題
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

い
。

　
流

動
比

率
は

高
く
、

１
０

０
％

以
上

を
確

保
し

、
類

似
団

体
平

均
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

法
適
用

造
成
事
業
会
計

分
析
欄

業
種
名

9
5
.
4
%

管
理
者
の
情
報

非
設
置

経
営
比
較
分
析
表
（
平
成
2
8
年
度
決
算
）

１
　

事
業

の
収

益
性

２
　

財
務

の
健

全
性

7
2
社

宅
地
造
成
事
業
（
臨
海
土
地
造
成
）

昭
和
4
7
年
～

宅
地
造
成
（
臨
海
）

進
出
企
業

産
業
用
地
売
却
率

事
業
名

造
成
開
始

類
似
団
体
区
分

業
務
名 H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
4
8
.7
8

1
0
8
.4
5

6
3
.5
3

1
2
4
.8
1

0
.0
0

平
均

値
1
6
6
.4
0

1
2
4
.5
0

3
2
.5
0

1
0
2
.0
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

1
8
0
.0
0

①
総

収
支

比
率

（％
）

【
1
0
2
.0
0】

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
1
2
1
.6
0

9
8
.9
0

5
5
.8
0

5
5
.1
5

0
.0
0

平
均

値
1
5
3
.0
0

1
2
8
.6
0

1
6
1
.1
0

1
1
0
.6
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

1
4
0
.0
0

1
6
0
.0
0

1
8
0
.0
0

②
営

業
収

支
比

率
（％

）

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
0
.0
5

0
.0
2

△
0
.1
1

0
.0
1

0
.0
2

平
均

値
1
.4
6

0
.9
9

1
.0
3

0
.5
0

△
0
.1
5

0
.0
5

0
.2
5

0
.4
5

0
.6
5

0
.8
5

1
.0
5

1
.2
5

1
.4
5

③
総

資
本

利
益

率

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
3
.2
2

3
.2
2

3
.0
9

3
.1
2

3
.1
4

平
均

値
5
4
.5
0

5
5
.7
0

5
5
.9
0

5
7
.0
0

0
.0
0

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

④
自

己
資

本
構

成
比

率
（
％

）

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
9
4
.5
9

9
4
.8
7

9
6
.1
8

9
6
.3
8

9
6
.7
3

平
均

値
1
9
.1
0

1
9
.3
0

3
4
.6
0

3
4
.5
0

0
.0
0

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0
.0
0

1
2
0
.0
0

⑤
固

定
資

産
対

長
期

資
本

比
率

（％
）

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

当
該

値
7
,5
8
4
.6
2

1
,3
3
6
.6
6

6
1
1
.7
2

8
,1
4
5
.1
3

1
,3
9
3
.5
6

平
均

値
1
,0
7
5
.7
0

1
,3
7
3
.5
0

2
9
9
.2
0

3
2
1
.0
0

0
.0
0

1
,0
0
0
.0
0

2
,0
0
0
.0
0

3
,0
0
0
.0
0

4
,0
0
0
.0
0

5
,0
0
0
.0
0

6
,0
0
0
.0
0

7
,0
0
0
.0
0

8
,0
0
0
.0
0

9
,0
0
0
.0
0

⑥
流

動
比

率
（％

）
【
5
7
.0
0
】

【
3
4
.5
0
】

【
3
2
1
.0
0
】

【
0
.5
0
】

【
1
1
0
.6
0
】
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様
式
第
2号

（法
適
用
企
業
・収

益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
第
一
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
抜
）

平
成
28
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（　
決
　
　
算
　
）

１
．

(A
)

26
9,
08
5

26
8,
81
2

23
8,
15
2

23
8,
75
6

23
8,
10
5

23
8,
10
5

2
3
8
,1
0
5

2
4
8
,7
4
8

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,7
4
8

2
,4
3
2
,9
2
6

(1
)

26
9,
08
5

26
8,
81
2

23
8,
15
2

23
8,
75
6

23
8,
10
5

23
8,
10
5

2
3
8
,1
0
5

2
4
8
,7
4
8

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,0
6
9

2
4
8
,7
4
8

2
,4
3
2
,9
2
6

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

12
,2
62

30
,6
46

10
,5
03

5,
74
8

8,
86
8

7,
22
0

8
,7
6
7

1
0
,3
2
1

1
9
,7
2
4

2
0
,1
9
6

1
4
,7
2
4

1
2
,2
2
4

1
1
8
,2
9
5

(1
)

(2
)

6,
06
1

5,
77
2

6,
02
4

3,
80
6

3,
93
0

5,
25
4

6
,8
0
8

8
,3
6
2

8
,8
4
0

9
,3
1
8

9
,7
9
6

1
0
,2
6
8

7
2
,4
0
6

(3
)

6,
20
1

24
,8
74

4,
47
9

1,
94
2

4,
93
8

1,
96
6

1
,9
5
9

1
,9
5
9

1
0
,8
8
4

1
0
,8
7
8

4
,9
2
8

1
,9
5
6

4
5
,8
8
9

(C
)

28
1,
34
7

29
9,
45
8

24
8,
65
5

24
4,
50
4

24
6,
97
3

24
5,
32
5

2
4
6
,8
7
2

2
5
9
,0
6
9

2
6
7
,7
9
3

2
6
8
,2
6
5

2
6
2
,7
9
3

2
6
0
,9
7
2

2
,5
5
1
,2
2
1

１
．

21
0,
14
1

21
1,
20
6

23
9,
09
9

23
7,
47
5

20
4,
12
5

20
6,
56
0

2
1
2
,1
7
1

2
2
0
,2
8
4

2
4
3
,5
7
7

2
5
7
,2
7
7

2
5
4
,4
1
9

2
4
9
,4
4
9

2
,3
2
4
,4
3
6

(1
)

33
,3
45

38
,8
34

38
,1
22

31
,5
11

34
,4
93

31
,5
11

3
1
,5
1
1

3
1
,5
1
1

4
0
,4
5
6

4
0
,4
5
6

3
4
,4
9
3

3
1
,5
1
1

3
4
5
,5
7
5

16
,6
77

17
,7
47

17
,7
47

16
,5
94

16
,5
94

16
,5
94

1
6
,5
9
4

1
6
,5
9
4

1
6
,5
9
4

1
6
,5
9
4

1
6
,5
9
4

1
6
,5
9
4

1
6
7
,0
9
3

40
2,
98
2

2,
27
0

2,
98
2

8
,9
4
5

8
,9
4
5

2
,9
8
2

2
6
,1
2
4

16
,6
28

18
,1
05

18
,1
05

14
,9
17

14
,9
17

14
,9
17

1
4
,9
1
7

1
4
,9
1
7

1
4
,9
1
7

1
4
,9
1
7

1
4
,9
1
7

1
4
,9
1
7

1
5
2
,3
5
8

(2
)

10
2,
51
0

95
,3
25

95
,5
11

10
6,
89
1

70
,5
31

74
,1
00

7
1
,5
8
5

7
3
,3
6
2

7
8
,3
2
7

8
4
,2
4
4

8
5
,2
2
3

8
0
,2
4
5

8
2
0
,0
1
9

19
,7
91

23
,2
51

23
,5
21

18
,1
54

18
,4
36

18
,7
21

1
9
,0
1
2

2
0
,1
1
5

2
0
,4
2
7

2
0
,7
4
4

2
1
,0
6
5

2
1
,3
9
2

2
0
1
,5
8
7

20
,5
12

36
,6
42

18
,6
59

20
,1
93

22
,3
25

22
,4
52

2
2
,4
5
2

2
2
,9
2
5

2
3
,3
9
7

2
3
,8
7
0

2
4
,3
4
2

2
4
,8
1
5

2
2
5
,4
3
0

62
,2
07

35
,4
32

53
,3
31

68
,5
44

29
,7
70

32
,9
27

3
0
,1
2
1

3
0
,3
2
2

3
4
,5
0
3

3
9
,6
3
0

3
9
,8
1
6

3
4
,0
3
8

3
9
3
,0
0
2

(3
)

74
,2
86

77
,0
47

10
5,
46
6

99
,0
73

99
,1
01

10
0,
94
9

1
0
9
,0
7
5

1
1
5
,4
1
1

1
2
4
,7
9
4

1
3
2
,5
7
7

1
3
4
,7
0
3

1
3
7
,6
9
3

1
,1
5
8
,8
4
2

２
．

4,
41
4

2,
95
7

1,
67
9

1,
09
1

47
8

3
,2
4
8

(1
)

4,
41
4

2,
95
7

1,
67
9

1,
09
1

47
8

3
,2
4
8

(2
)

(D
)

21
4,
55
5

21
4,
16
3

24
0,
77
8

23
8,
56
6

20
4,
60
3

20
6,
56
0

2
1
2
,1
7
1

2
2
0
,2
8
4

2
4
3
,5
7
7

2
5
7
,2
7
7

2
5
4
,4
1
9

2
4
9
,4
4
9

2
,3
2
7
,6
8
4

(E
)

66
,7
92

85
,2
95

7,
87
7

5,
93
8

42
,3
70

38
,7
65

3
4
,7
0
1

3
8
,7
8
5

2
4
,2
1
6

1
0
,9
8
8

8
,3
7
4

1
1
,5
2
3

2
2
3
,5
3
7

(F
)

(G
)

(H
)

66
,7
92

85
,2
95

7,
87
7

5,
93
8

42
,3
70

38
,7
65

3
4
,7
0
1

3
8
,7
8
5

2
4
,2
1
6

1
0
,9
8
8

8
,3
7
4

1
1
,5
2
3

2
2
3
,5
3
7

(I
)

(J
)

1,
00
2,
12
7

81
2,
27
6

50
4,
46
4

57
0,
00
2

61
2,
01
1

58
1,
19
6

5
8
2
,5
5
5

4
9
0
,9
2
3

4
6
2
,6
1
7

5
2
3
,6
2
6

5
6
7
,3
0
6

5
9
2
,3
1
3

25
,9
09

97
,1
84

19
6,
62
6

29
1,
89
3

38
7,
06
4

48
2,
75
9

4
8
8
,1
8
1

3
9
2
,4
6
6

3
7
8
,7
2
8

4
5
2
,9
6
6

4
9
9
,2
5
9

5
2
1
,1
1
8

66
,7
92

85
,2
95

7,
87
7

5,
93
8

42
,3
70

38
,7
65

3
4
,7
0
1

3
8
,7
8
5

2
4
,2
1
6

1
0
,9
8
8

8
,3
7
4

1
1
,5
2
3

90
9,
42
6

62
9,
79
7

29
9,
96
1

27
2,
17
1

18
2,
57
7

59
,6
73

5
9
,6
7
3

5
9
,6
7
3

5
9
,6
7
3

5
9
,6
7
3

5
9
,6
7
3

5
9
,6
7
3

１
０
ヶ
年

合
計

収
入

計

他
会

計
補

助
金

特
別

損
失

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

基
本

給

退
職

給
付

費

長
期

前
受

金
戻

入

平
成
3
4
年
度

留
保

資
金

残
高

損
益

勘
定

留
保

資
金

そ
の

他

支
払

利
息

そ
の

他

営
業

費
用

収 益 的 収 支

動
力

費

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

特
別

損
益

営
業

収
益

営
業

外
収

益

職
員

給
与

費

そ
の

他
補

助
金

収 益 的 支 出

経
費

収 益 的 収 入

営
業

外
費

用

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
30
年
度

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

年
　
　
　
　
　
　
度

(C
)-
(D
)

減
価

償
却

費

平
成
33
年
度

平
成
29
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

そ
の

他

補
助

金

平
成
3
9
年
度

平
成
3
8
年
度

平
成
3
7
年
度

支
出

計

経
常

損
益

利
益

剰
余

金

そ
の

他

(E
)+
(H
)

特
別

利
益 (F
)-
(G
)
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様
式
第
2号

（法
適
用
企
業
・資

本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
第
一
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

平
成
28
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（　
決
　
　
算
　
）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

14
,3
80

5,
84
1

32
,2
94

43
,3
08

4
3
,3
0
8

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
5
6
,0
7
3

７
．

８
．

９
．

(A
)

14
,3
80

5,
84
1

32
,2
94

43
,3
08

4
3
,3
0
8

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
5
6
,0
7
3

(B
)

(C
)

14
,3
80

5,
84
1

32
,2
94

43
,3
08

4
3
,3
0
8

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
3
,3
8
9

2
5
6
,0
7
3

１
．

12
6,
57
5

33
7,
66
5

44
8,
45
5

29
,4
62

12
1,
52
8

22
5,
11
0

1
9
2
,4
7
8

2
8
4
,6
0
1

2
0
8
,7
1
3

1
0
3
,9
5
0

1
2
1
,9
5
0

1
4
8
,7
2
3

1
,8
8
4
,9
7
0

10
1,
52
0

29
0,
18
7

38
4,
54
6

2,
07
3

66
,5
28

12
1,
16
0

8
8
,5
2
8

1
8
0
,6
5
1

1
0
4
,7
6
3

1
8
,0
0
0

4
4
,7
7
3

1
,0
1
1
,0
2
1

25
,0
55

47
,4
78

63
,9
09

27
,3
90

55
,0
00

10
3,
95
0

1
0
3
,9
5
0

1
0
3
,9
5
0

1
0
3
,9
5
0

1
0
3
,9
5
0

1
0
3
,9
5
0

1
0
3
,9
5
0

8
7
3
,9
4
9

２
．

32
,3
10

33
,7
68

13
,2
09

13
,7
96

14
,4
10

4
1
,4
1
5

３
．

４
．

５
．

(D
)

15
8,
88
5

37
1,
43
3

46
1,
66
4

43
,2
58

13
5,
93
8

22
5,
11
0

1
9
2
,4
7
8

2
8
4
,6
0
1

2
0
8
,7
1
3

1
0
3
,9
5
0

1
2
1
,9
5
0

1
4
8
,7
2
3

1
,9
2
6
,3
8
5

(E
)

15
8,
88
5

37
1,
43
3

44
7,
28
4

37
,4
17

10
3,
64
4

18
1,
80
2

1
4
9
,1
7
0

2
6
1
,2
1
2

1
8
5
,3
2
4

8
0
,5
6
1

9
8
,5
6
2

1
2
5
,3
3
5

1
,6
7
0
,3
1
2

１
．

27
9,
62
9

32
9,
83
6

27
,7
91

89
,5
94

12
2,
90
4

9
6
,8
4
5

2
0
2
,7
6
5

1
2
9
,6
9
1

4
9
,0
2
1

7
8
,6
1
4

1
0
5
,5
6
6

1
,2
3
2
,6
2
7

２
．

14
9,
50
9

66
,7
92

85
,2
95

7,
87
7

5,
93
8

42
,3
70

3
8
,7
6
5

3
4
,7
0
1

3
8
,7
8
5

2
4
,2
1
6

1
0
,9
8
8

8
,3
7
4

2
9
7
,3
0
9

３
．

４
．

9,
37
6

25
,0
12

32
,1
54

1,
75
0

8,
11
2

16
,5
27

1
3
,5
6
1

2
3
,7
4
7

1
6
,8
4
8

7
,3
2
4

8
,9
6
0

1
1
,3
9
4

1
4
0
,3
7
6

(F
)

15
8,
88
5

37
1,
43
3

44
7,
28
4

37
,4
17

10
3,
64
4

18
1,
80
2

1
4
9
,1
7
0

2
6
1
,2
1
2

1
8
5
,3
2
4

8
0
,5
6
1

9
8
,5
6
2

1
2
5
,3
3
5

1
,6
7
0
,3
1
2

(G
)

(H
)

75
,1
83

41
,4
15

28
,2
06

14
,4
10

年
　
　
　
　
　
　
度

そ
の

他

平
成
3
8
年
度

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

平
成
33
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

(A
)
の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

平
成
32
年
度

繰
越

工
事

資
金

固
定

資
産

売
却

代
金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

う
ち

職
員

給
与

費

建
設

改
良

費

損
益

勘
定

留
保

資
金

計

工
事

負
担

金

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

計

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

(A
)-
(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

平
成
3
6
年
度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

そ
の

他

計

補
塡

財
源

不
足

額

平
成
3
9
年
度

平
成
3
5
年
度

(E
)-
(F
)

平
成
3
7
年
度
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様
式
第
2号

（法
適
用
企
業
・収

益
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
臨
海
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
抜
）

平
成
28
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（　
決
　
　
算
　
）

１
．

(A
)

42
0,
90
1

41
2,
50
6

42
4,
59
0

50
2,
58
2

50
1,
15
8

53
2,
08
0

5
3
3
,9
9
6

5
3
6
,0
4
8

5
3
5
,2
7
4

5
3
5
,9
1
3

5
3
7
,8
2
9

5
3
9
,7
6
3

5
,1
7
9
,2
3
3

(1
)

42
0,
90
1

41
2,
50
6

42
4,
59
0

50
2,
58
2

50
1,
15
8

53
2,
08
0

5
3
3
,9
9
6

5
3
6
,0
4
8

5
3
5
,2
7
4

5
3
5
,9
1
3

5
3
7
,8
2
9

5
3
9
,7
6
3

5
,1
7
9
,2
3
3

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

30
,1
33

28
,7
06

10
5,
26
6

78
,9
85

75
,6
94

32
,2
62

3
2
,7
4
5

3
3
,2
7
4

4
1
,5
8
0

4
3
,1
2
5

3
8
,6
9
5

3
5
,5
3
8

5
1
7
,1
6
4

(1
)

(2
)

20
,8
85

23
,2
23

25
,2
28

23
,5
18

24
,8
58

25
,7
43

2
6
,1
8
7

2
5
,6
6
5

2
5
,9
4
8

2
7
,4
7
6

2
8
,9
9
4

2
8
,8
0
2

2
6
2
,4
1
9

(3
)

9,
24
8

5,
48
3

80
,0
38

55
,4
67

50
,8
36

6,
51
9

6
,5
5
8

7
,6
0
9

1
5
,6
3
2

1
5
,6
4
9

9
,7
0
1

6
,7
3
6

2
5
4
,7
4
5

(C
)

45
1,
03
4

44
1,
21
2

52
9,
85
6

58
1,
56
7

57
6,
85
2

56
4,
34
2

5
6
6
,7
4
1

5
6
9
,3
2
2

5
7
6
,8
5
4

5
7
9
,0
3
8

5
7
6
,5
2
4

5
7
5
,3
0
1

5
,6
9
6
,3
9
7

１
．

36
4,
53
5

37
3,
03
2

51
5,
63
5

42
9,
55
8

47
0,
30
7

44
1,
45
1

4
4
4
,3
1
8

4
3
0
,6
5
4

4
4
0
,8
9
5

4
5
5
,4
9
1

4
4
6
,5
4
6

4
3
9
,7
5
2

4
,5
1
4
,6
0
7

(1
)

34
,4
83

38
,3
64

38
,3
65

43
,3
59

46
,3
41

43
,3
59

4
3
,3
5
9

4
3
,3
5
9

5
2
,3
0
4

5
2
,3
0
4

4
6
,3
4
1

4
3
,3
5
9

4
5
2
,4
5
0

18
,5
78

18
,8
88

18
,8
88

22
,9
02

22
,9
02

22
,9
02

2
2
,9
0
2

2
2
,9
0
2

2
2
,9
0
2

2
2
,9
0
2

2
2
,9
0
2

2
2
,9
0
2

2
2
5
,0
0
6

47
2,
83
7

2,
83
7

2,
98
2

8
,9
4
5

8
,9
4
5

2
,9
8
2

2
6
,6
9
1

15
,8
58

16
,6
39

16
,6
40

20
,4
57

20
,4
57

20
,4
57

2
0
,4
5
7

2
0
,4
5
7

2
0
,4
5
7

2
0
,4
5
7

2
0
,4
5
7

2
0
,4
5
7

2
0
0
,7
5
3

(2
)

12
9,
77
4

13
2,
73
8

26
8,
39
0

16
4,
93
7

16
6,
10
6

12
4,
81
9

1
2
0
,2
2
3

1
2
6
,5
4
9

1
2
8
,2
0
5

1
3
3
,8
6
6

1
3
5
,9
8
8

1
3
8
,3
2
5

1
,5
0
7
,4
0
8

33
,9
29

43
,6
61

43
,9
27

37
,5
83

38
,1
57

38
,8
77

3
9
,6
2
7

4
0
,2
9
1

4
0
,9
6
7

4
1
,6
5
3

4
2
,4
5
5

4
3
,1
5
6

4
0
6
,6
9
3

43
,2
30

43
,5
70

95
,3
09

88
,5
79

47
,2
30

47
,5
35

4
8
,8
5
4

4
9
,4
8
6

5
1
,1
0
8

5
3
,0
6
0

5
6
,3
3
5

5
7
,7
8
8

5
9
5
,2
8
4

52
,6
15

45
,5
07

12
9,
15
4

38
,7
75

80
,7
19

38
,4
07

3
1
,7
4
2

3
6
,7
7
2

3
6
,1
3
0

3
9
,1
5
3

3
7
,1
9
8

3
7
,3
8
1

5
0
5
,4
3
1

(3
)

20
0,
27
8

20
1,
93
0

20
8,
88
0

22
1,
26
2

25
7,
86
0

27
3,
27
3

2
8
0
,7
3
6

2
6
0
,7
4
6

2
6
0
,3
8
6

2
6
9
,3
2
1

2
6
4
,2
1
7

2
5
8
,0
6
8

2
,5
5
4
,7
4
9

２
． (1
)

(2
)

(D
)

36
4,
53
5

37
3,
03
2

51
5,
63
5

42
9,
55
8

47
0,
30
7

44
1,
45
1

4
4
4
,3
1
8

4
3
0
,6
5
4

4
4
0
,8
9
5

4
5
5
,4
9
1

4
4
6
,5
4
6

4
3
9
,7
5
2

4
,5
1
4
,6
0
7

(E
)

86
,4
99

68
,1
80

14
,2
21

15
2,
00
9

10
6,
54
5

12
2,
89
1

1
2
2
,4
2
3

1
3
8
,6
6
8

1
3
5
,9
5
9

1
2
3
,5
4
7

1
2
9
,9
7
8

1
3
5
,5
4
9

1
,1
8
1
,7
9
0

(F
)

(G
)

(H
)

86
,4
99

68
,1
80

14
,2
21

15
2,
00
9

10
6,
54
5

12
2,
89
1

1
2
2
,4
2
3

1
3
8
,6
6
8

1
3
5
,9
5
9

1
2
3
,5
4
7

1
2
9
,9
7
8

1
3
5
,5
4
9

1
,1
8
1
,7
9
0

(I
)

(J
)

59
9,
88
9

73
4,
25
6

67
7,
79
0

56
3,
97
8

63
0,
44
7

76
0,
03
4

9
9
1
,6
3
6

1
,2
5
6
,3
1
3

1
,2
8
9
,8
1
2

1
,3
1
4
,8
0
4

1
,3
4
6
,3
8
0

1
,3
9
5
,7
5
5

51
1,
87
8

66
4,
56
4

66
2,
05
7

41
0,
45
7

51
7,
60
2

63
0,
84
3

8
6
2
,9
1
2

1
,0
9
7
,9
9
3

1
,1
3
4
,2
0
1

1
,1
7
1
,6
0
5

1
,1
9
6
,7
5
0

1
,2
4
0
,5
5
4

86
,4
99

68
,1
80

14
,2
21

15
2,
00
9

10
6,
54
5

12
2,
89
1

1
2
2
,4
2
3

1
3
8
,6
6
8

1
3
5
,9
5
9

1
2
3
,5
4
7

1
2
9
,9
7
8

1
3
5
,5
4
9

1,
51
2

1,
51
2

1,
51
2

1,
51
2

6,
30
0

6,
30
0

6
,3
0
0

1
9
,6
5
2

1
9
,6
5
2

1
9
,6
5
2

1
9
,6
5
2

1
9
,6
5
2

年
　
　
　
　
　
　
度

１
０
ヶ
年

合
計

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金

そ
の

他

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E
)+
(H
)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

留
保

資
金

残
高

支
出

計

経
常

損
益

(C
)-
(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-
(G
)

材
料

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

支
払

利
息

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

動
力

費

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

そ
の

他

収
入

計

平
成
3
8
年
度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

修
繕

費

営
業

外
収

益

補
助

金

平
成
3
9
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

平
成
33
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度
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様
式
第
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（法
適
用
企
業
・資

本
的
収
支
）

投
資
・
財
源
計
画

【
臨
海
工
水
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

平
成
28
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（　
決
　
　
算
　
）

１
．

２
．

３
．

４
．

17
,7
23

13
9,
91
4

11
8,
26
2

93
,9
60

22
,0
00

2
3
4
,2
2
2

５
．

６
．

6,
93
0

40
,1
32

1
5
,1
3
0

1
6
,2
9
0

8
0
,2
8
0

8
0
,2
8
0

7
1
,8
8
8

7
1
,8
8
8

3
8
2
,8
1
8

７
．

８
．

９
．

(A
)

17
,7
23

13
9,
91
4

11
8,
26
2

93
,9
60

28
,9
30

40
,1
32

1
5
,1
3
0

1
6
,2
9
0

8
0
,2
8
0

8
0
,2
8
0

7
1
,8
8
8

7
1
,8
8
8

6
1
7
,0
4
0

(B
)

(C
)

17
,7
23

13
9,
91
4

11
8,
26
2

93
,9
60

28
,9
30

40
,1
32

1
5
,1
3
0

1
6
,2
9
0

8
0
,2
8
0

8
0
,2
8
0

7
1
,8
8
8

7
1
,8
8
8

6
1
7
,0
4
0

１
．
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8,
48
3

20
2,
19
0

33
3,
70
3

53
5,
36
5

26
8,
97
3
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4,
70
6

1
1
4
,6
9
6

7
5
,9
2
6

3
9
0
,5
2
5

3
9
4
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7
8

3
7
8
,5
3
2

3
5
8
,5
2
9

3
,0
9
5
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3
2

22
8,
48
3

20
2,
19
0

33
3,
70
3

53
5,
36
5

26
8,
97
3
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,7
42

4
7
,4
5
0

3
,5
2
6

3
3
,7
2
5

3
7
,5
7
7

5
9
,0
3
2

3
9
,0
2
8

1
,4
4
0
,1
1
9

16
2,
96
4

6
7
,2
4
6

7
2
,4
0
1

3
5
6
,8
0
0

3
5
6
,8
0
0

3
1
9
,5
0
1

3
1
9
,5
0
1

1
,6
5
5
,2
1
3

２
．

３
．

54
,8
57

54
,8
57

54
,8
57

54
,8
57

54
,8
57

54
,8
57

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
,8
5
7

5
4
8
,5
7
0

４
．

５
．

(D
)

28
3,
34
0

25
7,
04
7

38
8,
56
0

59
0,
22
2

32
3,
83
0

29
9,
56
3

1
6
9
,5
5
3

1
3
0
,7
8
3

4
4
5
,3
8
2

4
4
9
,2
3
5

4
3
3
,3
8
9

4
1
3
,3
8
6

3
,6
4
3
,9
0
2

(E
)

26
5,
61
7

11
7,
13
3

27
0,
29
8

49
6,
26
2

29
4,
90
0

25
9,
43
1

1
5
4
,4
2
2

1
1
4
,4
9
3

3
6
5
,1
0
2

3
6
8
,9
5
4

3
6
1
,5
0
1

3
4
1
,4
9
8

3
,0
2
6
,8
6
2

１
．

17
9,
38
0

26
,0
21

18
6,
15
9

44
9,
34
4

12
1,
06
9

13
4,
28
9

2
2
,4
8
0

0
1
9
8
,2
3
0

2
0
4
,4
4
1

2
1
0
,0
7
8

1
8
5
,4
6
2

1
,7
1
1
,5
5
2

２
．

70
,6
25

86
,4
99

68
,1
80

14
,2
21

15
2,
00
9

10
6,
54
5

1
2
2
,8
9
1

1
0
9
,0
7
1

1
3
8
,6
6
8

1
3
5
,9
5
9

1
2
3
,5
4
7

1
2
9
,9
7
8

1
,1
0
1
,0
6
9

３
．

４
．

15
,6
12

4,
61
3

15
,9
59

32
,6
97

21
,8
22

18
,5
98

9
,0
5
1

5
,4
2
1

2
8
,2
0
4

2
8
,5
5
4

2
7
,8
7
7

2
6
,0
5
8

2
1
4
,2
4
1

(F
)

26
5,
61
7

11
7,
13
3

27
0,
29
8

49
6,
26
2

29
4,
90
0

25
9,
43
1

1
5
4
,4
2
2

1
1
4
,4
9
3

3
6
5
,1
0
2

3
6
8
,9
5
4

3
6
1
,5
0
1

3
4
1
,4
9
8

3
,0
2
6
,8
6
2

(G
)

4,
43
3,
00
1

4,
37
8,
14
4

4,
32
3,
28
7

4,
26
8,
43
0

4,
21
3,
57
3

4,
15
8,
71
6

4,
1
0
3
,8
5
9

4
,0
4
9
,0
0
2

3
,9
9
4
,1
4
5

3
,9
3
9
,2
8
8

3
,8
8
4
,4
3
1

3
,8
2
9
,5
7
4

(H
)

年
　
　
　
　
　
　
度

１
０
ヶ
年

合
計

補
塡

財
源

不
足

額
(E
)-
(F
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計計

(A
)
の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-
(B
)

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

平
成
3
8
年
度

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

平
成
3
9
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

平
成
33
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度

39



様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・収

益
的

収
支

）

投
資

・
財

源
計

画
【
坂

井
水

道
】

（
単

位
：
千

円
、

税
抜

）

平
成

28
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（
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8,
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2

1,
0
48

,0
52

1,
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0
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1
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5
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1
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1
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4
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2

1
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4
8
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1
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5
0
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3

1
0
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8
9
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3
3

(1
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05
2

1,
0
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92

3
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2
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0
4
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5
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1
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5
0
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1
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4
8
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5
2

1
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4
8
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5
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1
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4
8
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5
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1
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5
0
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2
3

1
0
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8
9
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3
3

(2
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(B
)
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)

２
．
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17
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7
8
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8
4

7
8
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9
8

9
4
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4
2

9
4
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7
2

8
1
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6
4

7
6
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0
4

8
3
9
,0

8
8
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9
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6
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6

5
2
6
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5
2
6
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6
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5
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8
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7
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7
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6
7
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5

6
7
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5
3

7
0
3
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3
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60
9

14
9,
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1
5
2
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1
5
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1
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6
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1
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9
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)
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3
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9
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9
1
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1
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3
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9
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1
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)
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5

(D
)
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2
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9
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)

(G
)

(H
)

46
7,

79
8

37
6,

54
3

39
1,

98
3

41
5,

85
8

41
9,

28
8

26
3,

06
3

2
6
2
,4

7
9

2
4
6
,9

8
9

2
0
8
,5

8
6

1
6
0
,5

8
8

1
4
0
,3

3
7

1
4
3
,0

7
8

2
,6

5
2
,2

4
9

(I
)

21
7,

66
8

20
,6

70

(J
)

4,
57

8,
92

8
4,

64
6,

64
4

4,
5
54

,1
19

4,
69

0,
07

0
3,

68
1,

07
2

3,
98

2,
72

5
4,

0
9
4
,2

2
7

3
,7

0
7
,5

1
7

3
,4

3
2
,6

1
6

3
,6

4
2
,3

8
6

3
,6

8
6
,7

3
3

3
,9

4
4
,3

6
6

1,
81

6,
74

2
2,

07
6,

46
3

2,
3
37

,7
68

2,
62

2,
61

0
2,

91
3,

79
4

3,
34

4,
67

3
3,

7
8
8
,3

6
0

3
,4

1
7
,1

4
0

3
,1

8
0
,6

4
2

3
,4

3
8
,4

1
0

3
,5

0
3
,0

0
8

3
,7

5
7
,9

0
0

46
7,

79
8

37
6,

54
3

39
1,

98
3

41
5,

85
8

41
9,

28
8

26
3,

06
3

2
6
2
,4

7
9

2
4
6
,9

8
9

2
0
8
,5

8
6

1
6
0
,5

8
8

1
4
0
,3

3
7

1
4
3
,0

7
8

2,
29

4,
38

8
2,

19
3,

63
8

1,
8
24

,3
68

1,
65

1,
60

2
34

7,
99

0
37

4,
98

9
4
3
,3

8
8

4
3
,3

8
8

4
3
,3

8
8

4
3
,3

8
8

4
3
,3

8
8

4
3
,3

8
8

そ
の

他

平
成

3
8
年

度
平

成
3
7
年

度

支
出

計

経
常

損
益

利
益

剰
余

金

特
別

損
益

材
料

費

そ
の

他

(E
)+

(H
)

特
別

利
益 (F
)-

(G
)

(C
)-

(D
)

減
価

償
却

費

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

平
成

29
年

度

そ
の

他

営
業

外
費

用

動
力

費

修
繕

費

支
払

利
息

収
入

計

そ
の

他

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

3
5
年

度

収 益 的 収 入

平
成

3
4
年

度
平

成
31

年
度

平
成

32
年

度

営
業

収
益

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

留
保

資
金

残
高

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

30
年

度
平

成
33

年
度

基
本

給
収 益 的 支 出

退
職

給
付

費

他
会

計
補

助
金

職
員

給
与

費

経
費

平
成

3
9
年

度
１

０
ヶ

年
合

計

営
業

費
用

特
別

損
失

長
期

前
受

金
戻

入

収 益 的 収 支

そ
の

他
補

助
金

そ
の

他

補
助

金

平
成

3
6
年

度

40



様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・資

本
的

収
支

）

投
資

・
財

源
計

画
【
坂

井
水

道
】

（
単

位
：
千

円
、

税
込

）

平
成

28
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

２
．

71
,8

16
46

,2
91

14
,4

05
1
4
,4

0
5

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

10
5,

70
0

1
0
5
,7

0
0

(A
)

71
,8

16
46

,2
91

12
0,

10
5

1
2
0
,1

0
5

(B
)

(C
)

71
,8

16
46

,2
91

12
0,

10
5

1
2
0
,1

0
5

１
．

83
9,

38
7

54
0,

92
8

88
2,

71
4

59
0,

16
1

1,
87

4,
77

8
41

7,
34

1
6
4
6
,4

6
5

1
,1

9
9
,3

7
7

1
,0

7
3
,9

9
2

5
1
8
,4

7
1

6
9
0
,0

8
2

4
7
2
,9

5
9

8
,3

6
6
,3

3
9

18
3,

74
1

19
0,

36
0

54
8,

21
4

31
3,

37
8

1,
62

9,
92

9
22

4,
84

1
4
7
8
,1

6
5

5
7
2
,3

7
7

4
4
9
,1

9
2

2
3
0
,2

7
1

1
2
7
,3

1
3

4
0
5
,8

5
9

4
,9

7
9
,5

3
9

65
5,

64
6

35
0,

56
8

33
4,

50
0

27
6,

78
2

24
4,

84
9

19
2,

50
0

1
6
8
,3

0
0

6
2
7
,0

0
0

6
2
4
,8

0
0

2
8
8
,2

0
0

5
6
2
,7

6
9

6
7
,1

0
0

3
,3

8
6
,8

0
0

２
．

20
5,

50
9

11
3,

98
0

48
,5

90
18

,3
04

15
,1

26
12

,8
88

6
,9

6
9

3
,1

6
4

1
0
5
,0

4
1

３
．

４
．

５
．

(D
)

1,
04

4,
89

6
65

4,
90

8
93

1,
30

4
60

8,
46

5
1,

88
9,

90
4

43
0,

22
9

6
5
3
,4

3
4

1
,2

0
2
,5

4
1

1
,0

7
3
,9

9
2

5
1
8
,4

7
1

6
9
0
,0

8
2

4
7
2
,9

5
9

8
,4

7
1
,3

8
0

(E
)

97
3,

08
0

60
8,

61
7

81
1,

19
9

60
8,

46
5

1,
88

9,
90

4
43

0,
22

9
6
5
3
,4

3
4

1
,2

0
2
,5

4
1

1
,0

7
3
,9

9
2

5
1
8
,4

7
1

6
9
0
,0

8
2

4
7
2
,9

5
9

8
,3

5
1
,2

7
5

１
．

41
8,

72
3

10
0,

75
0

36
9,

27
0

17
2,

76
6

1,
30

3,
61

2
△

 2
6,

99
9

3
3
1
,6

0
1

8
3
1
,0

2
8

7
2
9
,3

6
7

2
6
2
,7

5
1

4
6
6
,7

5
9

2
8
9
,6

2
6

4
,7

2
9
,7

8
1

２
．

49
2,

18
1

46
7,

79
8

37
6,

54
3

39
1,

98
3

41
5,

85
8

41
9,

28
8

2
6
3
,0

6
3

2
6
2
,4

7
9

2
4
6
,9

8
9

2
0
8
,5

8
6

1
6
0
,5

8
8

1
4
0
,3

3
7

2
,8

8
5
,7

1
4

３
．

４
．

62
,1

76
40

,0
69

65
,3

86
43

,7
16

17
0,

43
4

37
,9

40
5
8
,7

7
0

1
0
9
,0

3
4

9
7
,6

3
6

4
7
,1

3
4

6
2
,7

3
5

4
2
,9

9
6

7
3
5
,7

8
0

(F
)

97
3,

08
0

60
8,

61
7

81
1,

19
9

60
8,

46
5

1,
88

9,
90

4
43

0,
22

9
6
5
3
,4

3
4

1
,2

0
2
,5

4
1

1
,0

7
3
,9

9
2

5
1
8
,4

7
1

6
9
0
,0

8
2

4
7
2
,9

5
9

8
,3

5
1
,2

7
5

(G
)

(H
)

21
9,

02
1

10
5,

04
1

56
,4

51
38

,1
47

23
,0

21
10

,1
33

3
,1

6
4

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

3
6
年

度

計

固
定

資
産

売
却

代
金

(E
)-

(F
)

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D

)-
(C

)

計

平
成

3
5
年

度
平

成
3
8
年

度
平

成
3
7
年

度
平

成
3
4
年

度

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

他
会

計
負

担
金

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

補
塡

財
源

不
足

額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

損
益

勘
定

留
保

資
金

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

純
計

他
会

計
補

助
金

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

企
業

債

平
成

31
年

度

う
ち

職
員

給
与

費

建
設

改
良

費

(A
)-

(B
)

１
０

ヶ
年

合
計

工
事

負
担

金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

(A
)

の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額

計

そ
の

他

平
成

32
年

度
平

成
33

年
度

平
成

3
9
年

度

41



様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・収

益
的

収
支

）

投
資

・
財

源
計

画
【
日

野
川

水
道

】

（
単

位
：
千

円
、

税
抜

）

平
成

28
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

(A
)

1,
83

7,
52

0
1,

83
7,

52
0

1,
8
37

,5
20

1,
84

2,
55

4
1,

83
7,

52
0

1,
83

7,
52

0
1,

8
3
7
,5

2
0

1
,8

4
2
,5

5
4

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

4
2
,5

5
4

1
8
,3

9
0
,3

0
2

(1
)

1,
83

7,
52

0
1,

83
7,

52
0

1,
8
37

,5
20

1,
84

2,
55

4
1,

83
7,

52
0

1,
83

7,
52

0
1,

8
3
7
,5

2
0

1
,8

4
2
,5

5
4

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

3
7
,5

2
0

1
,8

4
2
,5

5
4

1
8
,3

9
0
,3

0
2

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

46
5,

73
1

41
4,

68
9

41
1,

34
4

39
2,

69
2

39
8,

29
2

39
0,

60
9

3
6
4
,2

9
0

3
1
6
,8

9
4

3
3
1
,4

7
1

3
0
8
,4

2
7

2
9
6
,3

6
1

2
6
8
,0

8
7

3
,4

7
8
,4

6
7

(1
)

95
18

95
18

(2
)

44
5,

12
9

39
2,

26
0

37
7,

34
5

37
6,

71
1

37
6,

41
1

37
5,

00
9

3
4
8
,9

1
2

3
0
1
,6

6
8

2
9
8
,3

7
5

2
7
5
,3

4
4

2
7
5
,2

2
3

2
5
2
,9

2
4

3
,2

5
7
,9

2
2

(3
)

20
,5

07
22

,4
11

33
,9

99
15

,9
81

21
,8

81
15

,6
00

1
5
,3

7
8

1
5
,2

2
6

3
3
,0

9
6

3
3
,0

8
3

2
1
,1

3
8

1
5
,1

6
3

2
2
0
,5

4
5

(C
)

2,
30

3,
25

1
2,

25
2,

20
9

2,
2
48

,8
64

2,
23

5,
24

6
2,

23
5,

81
2

2,
22

8,
12

9
2,

2
0
1
,8

1
0

2
,1

5
9
,4

4
8

2
,1

6
8
,9

9
1

2
,1

4
5
,9

4
7

2
,1

3
3
,8

8
1

2
,1

1
0
,6

4
1

2
1
,8

6
8
,7

6
9

１
．

1,
79

0,
32

8
1,

89
6,

35
4

2,
0
18

,4
52

1,
77

6,
07

8
1,

76
5,

43
7

1,
95

0,
10

9
1,

9
1
4
,5

0
0

1
,8

6
9
,3

3
3

1
,9

1
7
,5

7
0

1
,9

1
7
,2

8
3

1
,9

8
9
,9

7
3

1
,9

3
7
,9

5
8

1
9
,0

5
6
,6

9
3

(1
)

92
,2

40
95

,5
48

10
8,

47
5

90
,5

85
96

,5
48

90
,5

85
9
0
,5

8
5

9
0
,5

8
5

1
0
8
,4

7
5

1
0
8
,4

7
5

9
6
,5

4
8

1
0
2
,0

8
3

9
8
2
,9

4
4

47
,1

73
47

,1
82

47
,1

82
47

,1
82

47
,1

82
47

,1
82

4
7
,1

8
2

4
7
,1

8
2

4
7
,1

8
2

4
7
,1

8
2

4
7
,1

8
2

4
7
,1

8
2

4
7
1
,8

2
0

94
4,

96
3

17
,8

90
5,

96
3

1
7
,8

9
0

1
7
,8

9
0

5
,9

6
3

1
1
,4

9
8

7
7
,0

9
4

44
,9

73
43

,4
03

43
,4

03
43

,4
03

43
,4

03
43

,4
03

4
3
,4

0
3

4
3
,4

0
3

4
3
,4

0
3

4
3
,4

0
3

4
3
,4

0
3

4
3
,4

0
3

4
3
4
,0

3
0

(2
)

46
7,

45
2

71
7,

48
0

66
4,

97
4

64
7,

73
6

63
2,

09
3

65
2,

11
7

6
3
7
,5

2
6

6
4
0
,6

6
7

6
4
4
,0

7
0

6
6
5
,6

1
5

6
9
8
,9

3
3

6
5
0
,2

2
2

6
,5

3
3
,9

5
3

91
,6

32
12

3,
39

6
12

2,
14

2
12

4,
16

6
12

6,
09

1
12

8,
04

5
1
3
0
,0

3
0

1
3
2
,0

4
6

1
3
4
,0

9
2

1
3
6
,1

7
1

1
3
8
,2

8
1

1
4
0
,4

2
5

1
,3

1
1
,4

8
9

48
,3

72
10

9,
62

2
10

9,
60

0
10

9,
62

2
10

9,
62

2
10

9,
62

2
1
0
9
,6

2
2

1
0
9
,6

2
2

1
0
9
,6

2
2

1
0
9
,6

2
2

1
0
9
,6

2
2

1
2
5
,8

0
0

1
,1

1
2
,3

7
6

32
7,

44
8

48
4,

46
2

43
3,

23
2

41
3,

94
8

39
6,

38
0

41
4,

45
0

3
9
7
,8

7
4

3
9
8
,9

9
9

4
0
0
,3

5
6

4
1
9
,8

2
2

4
5
1
,0

3
0

3
8
3
,9

9
7

4
,1

1
0
,0

8
8

(3
)

1,
23

0,
63

6
1,

08
3,

32
6

1,
2
45

,0
03

1,
03

7,
75

7
1,

03
6,

79
6

1,
20

7,
40

7
1,

1
8
6
,3

8
9

1
,1

3
8
,0

8
1

1
,1

6
5
,0

2
5

1
,1

4
3
,1

9
3

1
,1

9
4
,4

9
2

1
,1

8
5
,6

5
3

1
1
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9
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8

15
1,

29
0

14
0,

35
5

12
9,

40
7

1
1
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7
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6
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4
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6
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4
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5
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5
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1
,1
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93
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1
8
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1
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7
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6
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4
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(D
)
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3,
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2
2,

07
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9

2,
1
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,4
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1,
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7,
36

8
1,
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79
2

2,
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9,
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6
2,

0
3
2
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5
3

1
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7
6
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2
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1
4
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2
4

2
,0

0
3
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6
5
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5
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2
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0
3
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5
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0
,1
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0
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3

(E
)
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9,

93
9

17
2,
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0
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,3

84
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7,
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8
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0
14

8,
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3
1
6
8
,8

5
7

1
8
2
,5
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1
5
4
,5

6
7

1
4
2
,3

4
0
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7
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6
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0
6
,8
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2

1
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6

(F
)

(G
)

(H
)
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9,

93
9

17
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92
0
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4
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6
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)

△
 2
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,6
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△
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0

(J
)

4,
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5,
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1
5,

03
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2

5,
0
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4,
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5
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33
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6
3
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9
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1
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4
4
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5
4

1
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8
2
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4
5

1
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0
2
,5

2
3

1
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5
1
,1

2
2

1
,6

3
4
,7

7
9

4,
57

1,
56

5
4,

87
0,

98
5

4,
9
87

,8
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4,
45

7,
02

0
2,

99
5,

57
4

2,
16

7,
97

4
1,

4
5
6
,0

8
9

1
,3

4
9
,4

4
8

1
,3

1
6
,0

3
1

1
,2

4
7
,9

3
6

1
,2

7
0
,9

4
9

1
,5

1
5
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5
0

11
2,

26
9

15
2,

25
0

68
,3

84
30

7,
87

8
33

0,
02

0
14

8,
61

3
1
6
8
,8

5
7

1
8
2
,5

5
9

1
5
4
,5

6
7

1
4
2
,3

4
0

6
7
,9

2
6

1
0
6
,8

8
2

△
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23
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,2
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,2
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1
2
,2

4
7

1
2
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4
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1
2
,2

4
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1
2
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4
7

1
2
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1
2
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4
7

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
3
7
年

度
平

成
3
8
年

度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益

補
助

金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

動
力

費

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

支
払

利
息

そ
の

他

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

平
成

3
9
年

度
１

０
ヶ

年
合

計

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金

そ
の

他

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

留
保

資
金

残
高

支
出

計
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3
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年
　

　
　

　
　

　
度

平
成
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年
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成
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年
度

平
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31
年

度
平

成
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年
度

平
成
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度
平

成
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年

度
平

成
3
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度
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成
3
6
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3
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8
年

度

資 本 的 収 支
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企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
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給
与

費

企
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債
償

還
金

他
会

計
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期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
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利
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剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計計

(A
)

の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額

純
計

(A
)-

(B
)

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

企
業

債
残

高

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
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額
に

不
足
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損
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資
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入
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残
高

平
成

3
9
年

度
１

０
ヶ

年
合

計

補
塡

財
源

不
足

額
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30
8,
50
1

41
2,
59
6

35
7,
33
6

27
9,
74
1

28
9,
99
0

29
4,
09
9

3
6
4
,4
7
9

3
1
7
,9
5
5

3
2
0
,1
8
6

3
2
5
,5
2
8

3
3
6
,8
3
6

3
8
2
,4
8
2

3
,2
6
8
,6
3
2

(3
)

37
5,
61
8

41
2,
11
4

40
8,
87
1

41
7,
46
0

43
7,
16
8

47
3,
44
0

5
1
8
,8
3
7

5
4
4
,2
7
0

5
7
7
,2
4
7

5
9
7
,6
5
0

5
8
3
,3
9
2

5
9
6
,6
3
2

5
,1
5
4
,9
6
7

２
． (1
)

(2
)

(D
)

85
0,
76
4

1,
00
7,
99
0

95
2,
64
9

88
6,
34
3

92
2,
89
9

95
8,
67
7

1,
0
7
8
,5
2
4

1
,0
6
6
,4
7
9

1
,1
1
4
,5
0
9

1
,1
4
2
,5
0
6

1
,1
3
7
,2
6
2

1
,1
9
4
,0
7
7

1
0
,4
5
3
,9
2
5

(E
)

19
0,
31
4

5,
89
1

72
,8
67

19
1,
60
5

24
3,
52
1

21
4,
13
3

1
2
2
,4
0
4

1
3
3
,3
7
9

9
7
,1
3
7

8
7
,5
3
0

7
6
,1
4
9

3
3
,6
6
7

1
,2
7
2
,3
9
2

(F
)

(G
)

(H
)

19
0,
31
4

5,
89
1

72
,8
67

19
1,
60
5

24
3,
52
1

21
4,
13
3

1
2
2
,4
0
4

1
3
3
,3
7
9

9
7
,1
3
7

8
7
,5
3
0

7
6
,1
4
9

3
3
,6
6
7

1
,2
7
2
,3
9
2

(I
)

(J
)

2,
16
4,
07
1

1,
92
6,
02
6

1,
6
52
,2
53

1,
25
8,
98
9

98
0,
46
0

1,
06
2,
09
5

8
1
1
,3
4
2

3
0
8
,2
6
8

6
2
5
,7
1
9

7
3
8
,0
1
4

8
6
2
,5
1
4

9
1
6
,7
9
9

1,
96
9,
14
8

1,
91
5,
52
6

1,
5
74
,7
77

1,
06
2,
77
4

73
2,
33
0

84
3,
35
2

6
8
4
,3
2
9

1
7
0
,2
7
9

4
5
7
,7
3
2

5
7
9
,6
3
5

7
1
5
,5
1
6

8
1
2
,2
8
3

19
0,
31
4

5,
89
1

72
,8
67

19
1,
60
5

24
3,
52
1

21
4,
13
3

1
2
2
,4
0
4

1
3
3
,3
7
9

9
7
,1
3
7

8
7
,5
3
0

7
6
,1
4
9

3
3
,6
6
7

4,
60
9

4,
60
9

4,
60
9

4,
60
9

4,
60
9

4,
60
9

4
,6
0
9

4
,6
0
9

7
0
,8
4
9

7
0
,8
4
9

7
0
,8
4
9

7
0
,8
4
9

平
成
3
9
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

収
入

計

他
会

計
補

助
金

特
別

損
失

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

基
本

給

退
職

給
付

費

料
金

収
入

そ
の

他

特
別

損
益

営
業

収
益

営
業

外
収

益

職
員

給
与

費

そ
の

他
補

助
金

収 益 的 支 出

経
費

収 益 的 収 入

収 益 的 収 支

支
払

利
息

そ
の

他

営
業

費
用

長
期

前
受

金
戻

入

受
託

工
事

収
益

平
成
33
年
度

平
成
29
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

平
成
3
5
年
度

そ
の

他

そ
の

他

そ
の

他

補
助

金

年
　
　
　
　
　
　
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
30
年
度

損
益

勘
定

留
保

資
金

営
業

外
費

用

動
力

費

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

留
保

資
金

残
高

平
成
3
8
年
度

平
成
3
7
年
度

支
出

計

経
常

損
益

利
益

剰
余

金

(E
)+
(H
)

特
別

利
益 (F
)-
(G
)

(C
)-
(D
)

減
価

償
却

費
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様
式
第
2号

（法
適
用
企
業
・資

本
的
収
支
）　

投
資
・
財
源
計
画

【
下
水
事
業
】

（
単
位
：
千
円
、
税
込
）

平
成
28
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（　
決
　
　
算
　
）

１
．

90
0,
00
0

9
0
0
,0
0
0

２
．

３
．

４
．

17
0,
86
6

37
,8
00

27
,0
75

50
,4
00

29
,9
44

4
3
,3
7
2

5
2
0
,0
2
5

6
7
0
,8
1
7

５
．

６
．

11
5,
78
7

12
6,
00
5

13
3,
84
2

23
4,
19
5

22
6,
13
1

38
7,
65
6

1
9
1
,6
4
8

2
9
3
,0
3
4

1
6
9
,6
8
0

8
3
,7
0
2

7
6
,5
5
0

8
8
,4
9
5

1
,8
8
4
,9
3
3

７
．

８
．

９
．

(A
)

28
6,
65
3

16
3,
80
5

16
0,
91
7

28
4,
59
5

25
6,
07
5

1,
28
7,
65
6

1
9
1
,6
4
8

3
3
6
,4
0
6

6
8
9
,7
0
5

8
3
,7
0
2

7
6
,5
5
0

8
8
,4
9
5

3
,4
5
5
,7
5
0

(B
)

(C
)

28
6,
65
3

16
3,
80
5

16
0,
91
7

28
4,
59
5

25
6,
07
5

1,
28
7,
65
6

1
9
1
,6
4
8

3
3
6
,4
0
6

6
8
9
,7
0
5

8
3
,7
0
2

7
6
,5
5
0

8
8
,4
9
5

3
,4
5
5
,7
5
0

１
．

53
7,
06
7

56
7,
02
5

67
0,
85
9

1,
05
3,
87
6

1,
01
7,
59
0

1,
74
4,
45
2

8
6
2
,4
1
8

1
,3
1
8
,6
5
3

7
6
3
,5
5
8

3
7
6
,6
6
1

3
4
4
,4
7
4

3
6
9
,8
9
7

8
,5
2
2
,4
3
6

53
7,
06
7

43
4,
40
5

41
3,
81
9

96
9,
87
6

1,
01
7,
59
0

1,
69
6,
45
2

6
4
3
,4
1
8

1
,0
9
5
,6
5
3

7
6
3
,5
5
8

3
7
6
,6
6
1

3
4
4
,4
7
4

3
6
9
,8
9
7

7
,6
9
1
,3
9
7

13
2,
62
0

25
7,
04
0

84
,0
00

48
,0
00

2
1
9
,0
0
0

2
2
3
,0
0
0

8
3
1
,0
4
0

２
．

2
5
,7
5
6

2
5
,7
5
6

３
．

４
．

５
．

(D
)

53
7,
06
7

56
7,
02
5

67
0,
85
9

1,
05
3,
87
6

1,
01
7,
59
0

1,
74
4,
45
2

8
6
2
,4
1
8

1
,3
1
8
,6
5
3

7
6
3
,5
5
8

3
7
6
,6
6
1

3
4
4
,4
7
4

3
9
5
,6
5
3

8
,5
4
8
,1
9
2

(E
)

25
0,
41
3

40
3,
22
0

50
9,
94
2

76
9,
28
1

76
1,
51
4

45
6,
79
6

6
7
0
,7
6
9

9
8
2
,2
4
7

7
3
,8
5
3

2
9
2
,9
5
8

2
6
7
,9
2
4

3
0
7
,1
5
8

5
,0
9
2
,4
4
2

１
．

43
,5
19

18
3,
03
8

46
6,
27
7

63
9,
43
0

50
0,
68
0

89
,9
30

3
9
5
,6
5
7

7
7
0
,5
4
8

0
1
6
9
,1
8
9

1
5
6
,0
3
8

2
0
5
,4
2
7

3
,3
9
3
,1
7
6

２
．

18
8,
34
5

19
0,
31
4

5,
89
1

72
,8
67

19
1,
60
5

24
3,
52
1

2
1
4
,1
3
3

1
2
2
,4
0
4

6
7
,1
3
9

9
7
,1
3
7

8
7
,5
3
0

7
6
,1
4
9

1
,1
7
8
,3
7
6

３
．

４
．

18
,5
49

29
,8
68

37
,7
73

56
,9
84

69
,2
29

12
3,
34
5

6
0
,9
7
9

8
9
,2
9
5

6
,7
1
4

2
6
,6
3
3

2
4
,3
5
7

2
5
,5
8
2

5
2
0
,8
9
0

(F
)

25
0,
41
3

40
3,
22
0

50
9,
94
2

76
9,
28
1

76
1,
51
4

45
6,
79
6

6
7
0
,7
6
9

9
8
2
,2
4
7

7
3
,8
5
3

2
9
2
,9
5
8

2
6
7
,9
2
4

3
0
7
,1
5
8

5
,0
9
2
,4
4
2

(G
)

(H
)

90
0,
00
0

9
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

8
7
4
,2
4
4

平
成
3
9
年
度

１
０
ヶ
年

合
計

工
事

負
担

金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

(A
)
の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

平
成
32
年
度

平
成
33
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

企
業

債

平
成
31
年
度

年
　
　
　
　
　
　
度

損
益

勘
定

留
保

資
金

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

そ
の

他

固
定

資
産

売
却

代
金

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D
)-
(C
)

計

補
塡

財
源

不
足

額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

(E
)-
(F
)

(A
)-
(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

老
朽

化
対

策
費

う
ち

耐
震

対
策

費

平
成
3
5
年
度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

う
ち

職
員

給
与

費

建
設

改
良

費

平
成
3
8
年
度

平
成
3
7
年
度

平
成
3
6
年
度
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様
式

第
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（法
適

用
企

業
・収

益
的

収
支

）

投
資

・
財

源
計

画
【
造

成
事

業
】

(単
位

：
千

円
、

税
込

）

平
成

28
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

(A
)

47
8,

00
0

31
3,

00
0

58
1,

00
0

41
1,

00
0

5
4
5
,0

0
0

5
4
5
,0

0
0

2
9
4
,0

0
0

6
2
2
,0

0
0

3
,7

8
9
,0

0
0

(1
)

47
8,

00
0

31
3,

00
0

58
1,

00
0

41
1,

00
0

5
4
5
,0

0
0

5
4
5
,0

0
0

2
9
4
,0

0
0

6
2
2
,0

0
0

3
,7

8
9
,0

0
0

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

30
,4

96
25

,0
00

35
,0

00
35

,0
00

34
,0

00
33

,0
00

3
2
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

1
8
8
,0

0
0

(1
)

(2
)

(3
)

30
,4

96
25

,0
00

35
,0

00
35

,0
00

34
,0

00
33

,0
00

3
2
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

1
8
8
,0

0
0

(C
)

30
,4

96
25

,0
00

51
3,

00
0

34
8,

00
0

61
5,

00
0

44
4,

00
0

3
2
,0

0
0

5
4
9
,0

0
0

5
4
8
,0

0
0

2
9
8
,0

0
0

4
,0

0
0

6
2
6
,0

0
0

3
,9

7
7
,0

0
0

１
．

41
7,

70
9

30
6,

81
4

47
7,

96
8

21
6,

59
8

4
5
6
,9

8
4

4
5
6
,9

8
4

2
5
7
,2

9
5

5
2
0
,4

5
4

3
,1

1
0
,8

0
6

(1
)

(2
)

41
7,

70
9

30
6,

81
4

47
7,

96
8

21
6,

59
8

4
5
6
,9

8
4

4
5
6
,9

8
4

2
5
7
,2

9
5

5
2
0
,4

5
4

3
,1

1
0
,8

0
6

(3
)

(4
)

２
． (1
)

(2
)

(D
)

41
7,

70
9

30
6,

81
4

47
7,

96
8

21
6,

59
8

4
5
6
,9

8
4

4
5
6
,9

8
4

2
5
7
,2

9
5

5
2
0
,4

5
4

3
,1

1
0
,8

0
6

(E
)

30
,4

96
25

,0
00

95
,2

91
41

,1
86

13
7,

03
2

22
7,

40
2

3
2
,0

0
0

9
2
,0

1
6

9
1
,0

1
6

4
0
,7

0
5

4
,0

0
0

1
0
5
,5

4
6

8
6
6
,1

9
4

(F
)

(G
)

(H
)

当
  

年
  

度
  

 純
  

 利
  

益
 （

 又
 は

 純
 損

 失
 ）

　
　

　
　

　
　

　
　

（E
）+

（H
)

30
,4

96
25

,0
00

95
,2

91
41

,1
86

13
7,

03
2

22
7,

40
2

3
2
,0

0
0

9
2
,0

1
6

9
1
,0

1
6

4
0
,7

0
5

4
,0

0
0

1
0
5
,5

4
6

8
6
6
,1

9
4

(I
)

2,
61

8,
59

7
2,

64
3,

59
7

2,
73

8,
88

8
2,

78
0,

07
4

2,
91

7,
10

6
3,

14
4,

50
8

3,
1
7
6
,5

0
8

3
,2

6
8
,5

2
4

3
,3

5
9
,5

4
0

3
,4

0
0
,2

4
5

3
,4

0
4
,2

4
5

3
,5

0
9
,7

9
1

3
1
,6

9
9
,4

2
9

4,
30

2,
70

2
4,

03
7,

73
4

3,
59

1,
22

5
2,

51
1,

09
9

2,
53

4,
95

6
1,

47
8,

81
3

1,
2
5
0
,4

8
9

1
,5

9
6
,3

4
6

1
,3

5
0
,2

0
3

1
,1

1
7
,0

6
0

1
,0

2
1
,9

1
7

1
,5

1
6
,7

7
4

1
7
,9

6
8
,8

8
0

退
職

給
付

費

利
益

剰
余

金

そ
の

他

平
成

3
8
年

度

収
入

計

他
会

計
補

助
金

基
本

給

土
地

等
売

却
収

益

受
託

工
事

収
益

平
成

3
4
年

度
平

成
33

年
度

営
業

外
収

益

長
期

前
受

金
戻

入

補
助

金

そ
の

他

年
　

　
　

　
　

　
度

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

収 益 的 支 出

特
別

利
益

そ
の

他

特
　

　
　

別
　

　
　

損
　

　
　

益
　

　
　

　
　

　
　

（F
）-

（G
)　

減
価

償
却

費

そ
の

他

支
払

利
息

営
業

費
用

動
力

費

収 益 的 収 入

そ
の

他

支
出

計

そ
の

他

平
成

31
年

度

修
繕

費

材
料

費

平
成

3
7
年

度

営
業

収
益

そ
の

他

平
成

32
年

度

そ
の

他
補

助
金

留
保

資
金

残
高

損
益

勘
定

留
保

資
金

特
別

損
失

職
員

給
与

費

土
地

売
却

原
価

営
業

外
費

用

経
常

損
益

収 益 的 収 支

平
成

3
5
年

度
平

成
29

年
度

平
成

30
年

度
平

成
3
9
年

度
平

成
3
6
年

度
１

０
ヶ

年
合

計

46



様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・資

本
的

収
支

）

投
資

・
財

源
計

画
【
造

成
事

業
】

(単
位

：
千

円
、

税
込

）

平
成

28
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

10
,0

00
30

,0
00

10
0,

00
0

10
0,

00
0

10
0
,0

0
0

3
4
0
,0

0
0

９
．

54
,8

57
54

,8
57

54
,8

57
54

,8
57

54
,8

57
54

,8
57

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
8
,5

7
0

(A
)

54
,8

57
54

,8
57

64
,8

57
84

,8
57

15
4,

85
7

15
4,

85
7

15
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

8
8
8
,5

7
0

(B
)

(A
)-

(B
)

(C
)

54
,8

57
54

,8
57

64
,8

57
84

,8
57

15
4,

85
7

15
4,

85
7

15
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

5
4
,8

5
7

8
8
8
,5

7
0

１
．

56
1,

36
5

35
5,

00
0

1,
02

7,
05

0
1,

51
7,

00
0

74
6,

00
0

1,
65

5,
00

0
43

6
,0

0
0

2
5
8
,0

0
0

8
4
9
,0

0
0

5
8
6
,0

0
0

1
5
4
,0

0
0

1
8
6
,0

0
0

7
,4

1
4
,0

5
0

50
5
0

24
8,

81
1

53
0,

00
0

50
0,

00
0

4
1
0
,0

0
0

3
3
0
,0

0
0

1
,7

7
0
,0

0
0

18
8,

58
9

20
1,

00
0

34
3,

00
0

86
3,

00
0

58
5,

00
0

1,
48

9,
00

0
26

5
,0

0
0

8
2
,0

0
0

2
5
8
,0

0
0

7
0
,0

0
0

3
2
,0

0
0

3
,9

8
7
,0

0
0

43
,0

00
43

,0
00

43
,0

00
43

,0
00

43
,0

00
43

,0
00

4
3
,0

0
0

4
3
,0

0
0

4
3
,0

0
0

4
3
,0

0
0

4
3
,0

0
0

4
3
,0

0
0

4
3
0
,0

0
0

80
,9

65
11

1,
00

0
11

1,
00

0
11

1,
00

0
11

8,
00

0
12

3,
00

0
12

8
,0

0
0

1
3
3
,0

0
0

1
3
8
,0

0
0

1
4
3
,0

0
0

1
1
1
,0

0
0

1
1
1
,0

0
0

1
,2

2
7
,0

0
0

２
．

３
．

４
．

５
．

(D
)

56
1,

36
5

35
5,

00
0

1,
02

7,
05

0
1,

51
7,

00
0

74
6,

00
0

1,
65

5,
00

0
43

6
,0

0
0

2
5
8
,0

0
0

8
4
9
,0

0
0

5
8
6
,0

0
0

1
5
4
,0

0
0

1
8
6
,0

0
0

7
,4

1
4
,0

5
0

(E
)

50
6,

50
8

30
0,

14
3

96
2,

19
3

1,
43

2,
14

3
59

1,
14

3
1,

50
0,

14
3

28
1
,1

4
3

2
0
3
,1

4
3

7
9
4
,1

4
3

5
3
1
,1

4
3

9
9
,1

4
3

1
3
1
,1

4
3

6
,5

2
5
,4

8
0

１
．

48
2,

37
0

28
9,

96
8

95
9,

50
9

1,
42

8,
12

5
59

1,
14

3
1,

50
0,

14
3

26
0
,3

2
5

2
0
3
,1

4
3

7
9
4
,1

4
3

5
3
1
,1

4
3

9
9
,1

4
3

1
3
1
,1

4
3

6
,4

9
7
,9

6
0

２
．

３
．

４
．

24
,1

38
10

,1
75

2,
68

4
4,

01
8

2
0
,8

1
8

2
7
,5

2
0

(F
)

50
6,

50
8

30
0,

14
3

96
2,

19
3

1,
43

2,
14

3
59

1,
14

3
1,

50
0,

14
3

28
1
,1

4
3

2
0
3
,1

4
3

7
9
4
,1

4
3

5
3
1
,1

4
3

9
9
,1

4
3

1
3
1
,1

4
3

6
,5

2
5
,4

8
0

(G
)

(H
)

そ
の

他

他
会

計
へ

の
支

出
金

工
事

負
担

金

補
塡

財
源

不
足

額
（

E
)

-
(F

)

平
成

3
7
年

度
平

成
29

年
度

平
成

31
年

度

土
地

買
収

費

補 塡 財 源

平
成

30
年

度

資 本 的 収 入

企
業

債
残

高

企
業

債
償

還
金

損
益

勘
定

留
保

資
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

繰
越

工
事

資
金

資 本 的 支 出

他
会

計
借

入
金

残
高

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
(D

)-
(C

)

計

資 本 的 収 支

建
設

改
良

費

固
定

資
産

売
却

代
金

他
会

計
出

資
金

職
員

給
与

費

純
計

(A
)

の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額

他
会

計
借

入
金

そ
の

他

平
成

3
5
年

度
平

成
3
4
年

度

利
益

剰
余

金
処

分
額

平
成

33
年

度

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

他
会

計
補

助
金

施
設

整
備

費

企
業

債

造
成

費

年
　

　
　

　
　

　
度

そ
の

他

計

補
償

費

他
会

計
負

担
金

平
成

3
9
年

度
１

０
ヶ

年
合

計

そ
の

他

平
成

3
8
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
32

年
度

47


